


第 16回ＡＢＫ秋祭りを開催
2017 年 10 月 22 日（土）、今年で 16回目となる「ABK秋祭り」を開催しました。当日はあいにく

の空模様でしたが、近隣の方々や卒業生など、400名を超えるお客様が来館され、留学生たちが腕を

振るった各国料理に舌鼓を打ちました。また舞台では留学生たちによる歌や踊り、演奏が披露され、

大盛況のうちに幕を閉じました。
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曹其鏞（K.Y. Ronald Chao）
元 ABK 在館生、東京大学工学部卒、百賢アジア研究院 (BXAI)
名誉理事長、香港ノーベル・エンタープライゼス・リミテッド副
会長。

日時：2017 年 9 月 15 日（金）　14：00 〜 16：30
場所：文京シビックホール　小ホール（南２F）

主催：（公財）アジア学生文化協会　 協賛：（公財）東芝国際交流財団

14:00   ・開会 （司会進行）アジア学生文化協会常務理事 布施知子
14:00 〜 14:10  ・主催者挨拶　　アジア学生文化協会理事長  小木曽友
14:10 〜 14:30  ・基調講演 
   　　曹 其鏞（百賢アジア研究院名誉理事長）
   　　「アジア次世代指導者奨学金プログラム（AFLSP）創設と期待」
14:30 〜 14:35  ・パネラー、モデレーターの紹介
14:35 〜 16:20  ・シンポジウム
16:20 〜 16:30  ・質疑応答
16:30   ・閉会　　　　　　　

（公財）アジア学生文化協会 創立 60 周年記念シンポジウム

アジアの人材育成と日本留学の課題

1957 年に発足したアジア学生文化協会は、多くの皆様のご支援のもと、今年創立 60 周
年を迎え、これを記念したシンポジウム「アジアの人材育成と日本留学の課題」を開催
しました。本誌ではこのシンポジウムの模様をお伝えまします。

基調講演

登壇者プロフィール

記念シンポジウム プログラム
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ヘン・フチョン（Heng Fu Chong） 
元 ABK・新星学寮寮生。京都大学卒、ドイツ在住、ボン大学で日本事情／
アジア学等の教鞭を執る。

スポン・チャユツァハキット（Supong Chayutsahakij）
元 ABK 在館生、東京大学大学院・工学修士、泰日経済技術振興協会（TPA）
元会長、泰日工業大学（TNI）理事長、 バンコク高速道路（株）取締役副社長。

呂新一（Lu Xinyi）
元 ABK 在館生、中国政府奨学生として来日。東京大学大学院・工学博士、
米国、欧州の投資銀行、並びに大手邦銀でチーフ・ストラテジストを務め
た後、金融コンサルタントを経て現在シンガポールの金融機関勤務。

岡部洋一（Okabe Yoichi）
前放送大学学長、東京大学 / 放送大学名誉教授。東京大学先端科学技術研
究センター長、同情報基盤センター長を歴任。

李景珉（Lee Kyung Min）
元新星学寮寮生、パリ大学政治学部卒、同大学院博士課程を経て京都大学
人文科学研究所で学ぶ。京都精華大学、京都大学文学部講師を経て札幌大
学文化学部教授。専門は、朝鮮政治史、国際関係論。

パネラー

符祝慧（Foo Choo Wei）
元 ABK 在館生、日本大学芸術学部／東京大学大学院情報学環修士卒、シ
ンガポール国営放送ディレクター、東京放送等経て、シンガポール「聯合
早報」東京特派員。

モデレーター
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＜ごあいさつ＞
布施：　こんにちは。今日は夏が戻ってき

たような強烈な日差しですが、ようこそお

集まりいただきましてありがとうございま

す。これから公益財団法人アジア学生文化

協会創立 60 周年記念シンポジウムを始めさ

せていただきます。

　今日は香港から、ドイツから、タイから、

シンガポールから、それに在日の元在館生

OB・OG にお集まりいただきお話しをして

いただきます。お迎えしている皆さまは、

日本留学終了後、様々な経験を積み重ねた

方々ですので、今日は、よりグローバルな

視点で、多様性に富んだお話が聞けるので

はないかと、楽しみにしております。会場

の皆様もどうぞパネラーの皆様のお話の中

から今後を考える何かを掴んでいただけた

らと思っております。

　それでは最初に主催者の公益財団法人ア

ジア学生文化協会小木曽理事長のご挨拶か

ら始めさせていただきます。よろしくお願

いします。

小木曽：　アジア学生文化協会創立 60 周年

の記念のシンポジウムの開会にあたりまし

て一言ご挨拶させていただきます。

　まず始めに幸い台風が遅れ、今日は秋晴

れのいい天気になりまして運が良かったと

思います。本日は、ABK 第一期留学生の

曹其鏞先生はじめ、かつて日本の大学や会

社で勉強された方々、今は世界の各地で活

躍している方々に、このシンポジウムを開

催するにあたって世界各地から馳せ参じて

いただきました。

　テーマは「アジアの人材育成と日本留学

の課題」ということであります。日本から

は前放送大学学長の岡部洋一先生にも来て

いただいてまして、これから存分にグロー

バルな視点でこのテーマについてお話しし

ていただきたいと思います。どうぞ皆さま

最後までごゆっくりお過ごしいただきたい

と思います。ありがとうございました。

小木曽友 ABK 理事長布施知子 ABK 常務理事

※ ABK は（公財）アジア学生文化協会（ASCA）が入居・運営する学生寮・研修施設「アジア文化会館」 
　の略称。ASCA の通称ともなっている。
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布施：　それでは最初に基調講演から始め

させていただきます。基調講演は、1960 年

に完成した当財団の留学生並びに研修生の

宿舎としてつくられたアジア文化会館（Asia 

Bunka Kaikan;ABK）の最初の留学生、第 1

期生として入寮した香港の曹其鏞さんにお

願いいたしました。ABK 設立当初は創設者

で初代理事長の穂積五一はじめ、職員も在

館生も一丸となって新しい会館づくり、寮

づくりに精力を注ぎ、有意義な時間と思い

出深い共同生活を共に過ごされた曹其鏞さ

んは、ABK 滞在中様々な影響を受け、更に

生涯続く友情も築くことができたと伺って

います。その曹さんが近年、小さい島の問

題に端を発した中日関係の悪化を憂い、日

中の将来を担う若者を育てないとと、私財

を投じ中国の大学に中日の学生が共に暮ら

せる寮建設を考え、実現させました。現在

は、中国の5大学に中日の学生だけではなく、

中国に留学している広くアジアからの留学

生の暮らす寮になっているとのことです。

更にその後、アジアの将来を担うリーダー

づくりのための留学生奨学金事業も立ち上

げておられます。そこで、曹さんがこれら

の事業を始められた思い、現状、今後への

期待等お話しいただき、ぜひたくさんの方々

に知っていただきたいと、本日の基調講演

にお迎えしております。

　それでは曹其鏞さんよろしくお願いいた

します。

＜基調講演＞

「アジア次世代指導者奨学金プログラム（AFLSP）創設と期待」

曹 其鏞（そうきよう）　百賢アジア研究院名誉理事長

曹：　みなさん、こんにちは。小木曽さんと

布施さんからこのシンポジウムで話をして欲

しいということを頼まれた時、私は大変躊躇

しました。長いこと人前で日本語で話をす

る機会はあまりありません。しかし、ABK

の 60 周年という大変意義ある機会ですので、

頑張ってみようかと思いました。ですからあ

まり上手ではない日本語ですが、我慢して聞

いてください。

　布施さんから 20 分話してくださいと言わ

れて、原稿を書こうとしたんですが、なかな

か書けなくて、ざっくばらんな話になります

が、お許しください。

　60 年はたしかに長い時間だと思います。

しかし私みたいな老人にとってはそうは感じ

ません。振り返ってみると、60 年前のこと

はよく思い出せますが、昨日一昨日のことは

なかなか頭の中に浮かんできません（笑）。

　私は昭和 33 年（1958 年）に来日しました。

当時、最初の二年間は下宿生活でした。1960

年にアジア文化会館（ABK）ができまして、

その時点で運良く入ることが出来ました。当

時は会館の施設は大変贅沢で、学生にとって

は考えられない個室で電話付きでした。当時

電話付きとうのは大変珍しいことでありまし

た。しかも部屋代はたしか約 3,000 円だった
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んです。ですから我々にとっては入ることだ

けでも宝くじが当たるようなことでした。

　また、ABK に入ったことによって大変い

ろいろな勉強ができました。一つ私の一生

に影響したことは、やはり穂積先生及び職

員、在館生のみなさんから学んだことです。

いろいろな国々の友達と一緒に生活をしたこ

とで、深く感じたことは、国が違っても人は

同じだということです。ですから、そういっ

た交流ができる場所で一緒に生活することに

よって、なぜ国家間にはいろいろな問題があ

るのだろうかということを痛感しました。そ

ういったことで、ABK での経験は大変私の

印象に残りまして、私の一生に大きな影響を

与えることになりました。国々の間でお互い

もっと知り合うことは、我々この地域にいる

人間にとっては大変大事なことではないかと

いうことです。

　そして、大学を出てからはもちろん仕事の

ために一生懸命働きましたが、ABK での生

活を通じで得たこの理念はずっと私の頭の中

に残っていました。そして、60 歳を少し過

ぎて仕事のほうはあまりやることがなくなっ

てしまい、何か挑戦をしてみたいと思ったわ

けです。当時は日中関係が大変難しい状態

だったものですから、私は穂積先生の理念を

真似て、まず中国で日本と中国の学生たちを

一緒に生活させて、交流をはかってもらおう

ということをやってみようと思いました。こ

れは完全にアジア文化会館の真似をしただけ

なんです。そして、中国のあちこちの大学に

話をしてみたのですが、最初の反応は大変冷

たかったんですね。やはり学生の問題という

のは中国にとっては大変敏感な問題というこ

とで、特に留学生として外国の学生が入って

くるとなると、自国の学生が影響されてしま

うのではないかということを、どこの学校の

リーダーも心配していたわけです。

　そうした中で、一番最初に我々のアイディ

アに対してやってみようと言ってくれたのは

精華大学でした。なぜ精華大学がやろうと

言ったかというと、当時中国の教育部、日本

でいうところの文科省ですが、中国の大学は

これからもっと国際化しなければならないと

いうことを言っていたということが背景にあ

ります。

　私がやろうとした宿舎は外国の留学生と現

地中国の学生とを一緒に生活させるというこ

とに重点を置いていました。今まで中国の学

校では、留学生には留学生寮があって、中国

人の寮とは分割されていました。ですから当

曹其鏞氏
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時、6 〜 7 年前の話ですが、こうした寮を作

るのは一種の慣例の突破でもありました。そ

れで、精華大学がやろうということになった

ら他の大学もみんなやりたいということに

なっていったわけです。

　私は当時、まずは１校から始めようと思っ

ていたのですが、結局 5 校の大学にこうした

中日青年交流会館を作ることになりました。

ただ作っている時にもいろいろと文句や意見

が出てきました。なぜ日本人と中国人しか入

れないのかということで、もう少し幅を広げ

アジア学生交流会館になってゆきました。今

は中国では北京大学、精華大学、上海の復旦

大学と上海交通大学、浙江大学の 5 校にこう

いった施設があります。各宿舎 100 〜 120 名

の学生が入ってます。

　我々は宿舎の建設だけではなくて、常にモ

ニターをしています。宿舎がどういうことを

やっているのか、活動はどうかといった意見

交換を常にしており、また 5 校間の交流会も

行われています。これをやり始めたとき、一

番初めに日本に来て母校の東大にも行き話を

しましたが、東大はなかなか難しかった。一

番応援をしていただいたのは早稲田大学と京

都大学です。早稲田はちょうど同じ留学生寮

を、こちらはアジアの青年だけのためではな

いのですが、学生寮を中野に作りました。総

長の鎌田さんともいろいろ話しをしました

が、今大変立派な寮ができています。

　この宿舎事業を始めて進めているうちに文

句を言われたのは、ハードウェアを作るのは

資金と場所があればできるけど、今は中身が

大変問題になっているということでした。こ

のことを一番最初に言われたのは京大の学長

と早稲田の学長、それから精華大学の学長で

す。どういうことかと言うと、大学に入って

くる留学生はなかなかアジアに戻らず、残ら

ず、ほとんどが欧米に行ってしまっているで

はないかと。そこで何かをやりませんかと言

われたんですが、我々社会人はそんなことが

できるんだろうかと。やはり学校でがんばっ

てもらわないとなりませんが、自分たちに何

ができるかということで日本の友達といろい

ろ相談したり、香港でもいろいろな人の話を

聞きました。

　そうしている間に、たまたまアメリカの

ブラックストーン・グループの創設者でス

ティーブ・シュワルツマンという人がいまし

て、彼が精華大学に 3 億米ドル（約 300 億円）

を寄付したんです。これは、アメリカの学生

は中国にあまり留学していない。もう少し中

国の現状やいろいろなことを勉強して理解し

なければ、将来アメリカにとっては大変ハン

ディになる。そこで 3 億米ドルの大金を投じ

てシュワルツマン・インスティテュートを精

華大学に作ったんです。私はこれを見て、も

ちろん真似はできませんが、もう一度社会人

として何かやりたいと思い、最終的には百

賢（Hundred Wise Men）教育基金を作った

んです。これは当初の考えではそれほど難し

くないと思っていました。そして、シェワル

ツマン氏の計画を真似て寄付をしてもらおう

じゃないかということで、日本にも中国にも

行ったのですが、なかなかそう簡単にはいき

ませんでした。5 年前ですね、とうとうまず

自分の力で、微力ですがやってみようという
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ことで基金を作ったんです。この基金に対し

ては日本の財界の方々からも大変応援をいた

だき、中国でも香港でもいろんな友達から応

援していただきました。そしてその結果、今

全部で 14 校の大学に対して奨学金を支給し

ています。日本では早稲田、京大、一橋、慶応、

東大。中国では先ほどの宿舎のある５校に香

港大学と中文大学が加わります。それから台

湾大学、韓国のソウル大学が入っています。

　現在は、そのような各地域の大学の学生

100 名に奨学金を出しています。我々の奨学

金の特徴の一つは、留学生向けに出している

ということです。その国の学生がその国の大

学で勉強しても奨学金は出しません。中国の

学生が日本、韓国、香港に行って勉強をすれ

ば奨学金を出しますし、日本の学生が中国、

香港、台湾、韓国に留学すれば奨学金を出し

ます。二つ目の特徴は、これはいろいろな友

人から意見を言われてそうしたのですが、留

学先の国の良いところをもっと見てもらお

うということで、奨学金の額にしてみれば、

ちょっと余裕を持った金額になっているとい

うことです。1 人当たり年間 2 万 5000 米ド

ルを出しています。これであれば、いろいろ

なアルバイトをしなくてもいい。1 〜 2 年、

滞在国のことをよく勉強していただことうと

いうことになっています。

　それからもう一つの特徴は、今申し上げた

ような奨学金対象校に入っている学生であれ

ばみんな質的に高いはずです。ですから奨学

生採用に当たっては、いわゆる成績について

はあまりこだわりません。早稲田に入れる学

生であれば早稲田の標準になっていますし、

北京大学に入れる学生であれば北京大学に入

れる能力を持っているでしょうから。そこで、

我々が一番重点を置いていることは、いわゆ

るネットワークを作ってもらいたいというこ

とです。学生時代、大学での交流をはかって

いろいろ付き合いをしてもらうということが

大事ではないかと。

　もう一つはそのネットワークをどういう

ふうに生かしていくかということに重点を

置きましょうということです。そのため毎

年奨学生は義務で全員サマーキャンプに参

加してもらっています。奨学生が全員 3 週

間以上一緒に共同生活をし、一緒に勉強す

る環境を作っています。１年目は中国の浙

江大学でやりました。２年目は早稲田大学

で、3 年目の今年は台湾大学でやりました。

来年は北京大学でやります。120 〜 130 名の

学生が一緒に、約 3 週間生活をする中で仲

良くなりますから、それは大事なことだと

我々は実感しています。

　その上にもう一つ、我々の責任として

OB・OG 会を作りましょうということで準

備をしています。これを作ることで、このネッ

トワークがさらに長く生きるのではないかと
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がんばっています。

　私がこの場所を借りてみなさんに言いた

いことは、我々が直面している一番難しい

問題は日本の学生についてであるというこ

とです。日本の学生はなかなかアジアに留

学しません。他のアジアの国々の学生もた

しかに欧米にたくさん留学していますが、

絶対数が大きいので、優秀な奨学生の数は

揃います。日本人は中国、台湾、香港で学

んでいる人はそれほど多くないので、奨学

生の対象者が大変限られています。なんと

か、日本から優秀な人材を集められないか、

今一番頭が痛い問題になっています。そう

いう点で、特にここに教育関係の方々もお

いでになると思いますので、いろいろ助け

てもらいたいと思っています。

　私がやっていることのほとんどのことは、

60 年前にアジア文化会館で教わったこと、

印象付けられたことをもとにおこなっている

んです。穂積先生は当時既に約 3 週間かけた

北海道旅行を実施していました。（1958 年〜

1966 年；5 回実施）今から約 60 年前の話で

すが、私はいまだにその時のことをよく覚え

ています。あの時代に一緒に旅行した人のこ

とはいつも頭の中に浮かんできます。これこ

そ私は必要なことではないかと考えてます。

　そろそろ 20 分になるでしょうか。ありが

とうございます（笑）。

布施：　曹さんありがとうございます。曹

さんはいつも英語でのご挨拶や講演でした

ね。お疲れさまでした。

布施：　それではこれからシンポジウム「ア

ジアの人材育成と日本留学の課題」という

ことで、5 人のパネラーとモデレーターで進

めていただきます。みなさんは、私どもの

アジア文化会館ならびにアジア文

化会館の母体となりました新星学

寮に学生時代のある時期を過ごさ

れていた方ばかりでございます。

　最初にパネラーのご紹介をさせ

ていただきます。一番向かって右

側におりますのが、岡部洋一先生

です。今年の 3 月まで放送大学の

学長さんでしたので、みなさんの

中にはテレビで先生のお顔を拝見

していらっしゃる人もおいでではないかと思

います。放送大学の前は、東京大学工学部で

教鞭をとっていらっしゃいました。なお、岡

部先生は当協会の前常務理事の工藤と大学が

＜シンポジウム＞
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同期ということで、協会の評議員になってい

ただき、現在は新しくできた ABK 学館日本

語学校の理事をお願いしております。これか

らの新しい学問のトレンドなどを伺えればと

思っております。

　お隣は今回タイから来ていただきました

スポン・チャユサハキットさんです。バン

コクの泰日経済技術振興協会（TPA）の創

設にかかわり、これまで TPA の活動を発

展させてきた中心的な方です。またその後、

泰日工業大学（TNI）の創設にも中心的役

割を担われ現在初代の理事長をなさってお

られます。今日は、スポンさんには TNI に

おける人材育成のお話しが伺えるのではな

いかと思っております。

　そのお隣は、ドイツから来ていただきまし

たヘン・フチョンさんです。ヘンさんは日本

に留学された時はマラヤ連邦の出身でした。

しかし日本滞在中にいろいろのことがありま

して、結局マレーシアには戻らず、ドイツに

行かれ長年ドイツで暮らしています。そして

ドイツからアジアをウオッチしておりますの

で、日本にいては見えない視点からのお話が

伺えるのではないかと思っております。

　そのお隣は李景民先生です。韓国のご出身

で、来日後新星学寮に入寮、その後フランス

に渡られパリ大学に入り、博士課程まで進ま

れていますので長期間留学生としてフランス

で滞在しておられました。そして、卒業後再

び研究のため来日し京都大学で研究生活を続

け、その後札幌大学で長年教鞭を執られてお

られました。ご専門は政治学、朝鮮史ですが、

本日はテーマにそったお話をお願いいたして

います。

　お隣が呂新一さんです。呂さんは中国政

府派遣の留学生で 1982 年に来日し、東大工

学部で博士号を取得していますが、現在は

金融アナリストとして、シンガポールで仕

事をなさっています。呂さんはこれまで日

本、アメリカ、シンガポール、中国など、様々

な国で活躍しています。グローバル化が進

む時代、実体験をお持ちの呂さんには、今

どういう人材が必要なのか、どんな問題が

あるのか、そんなお話がお聞きできればと

思っています。

　最後にご紹介いたしますのは、モデレー

ターとしてシンポジウムを進めていただきま

すシンガポールの符祝慧さんです。長年日本

で、シンガポールのシンガポール・プレス・

ホールディングス（聯合早報）の東京特派員

として活躍しています。

　それでは符さん、そしてパネラーのみなさ

ん、どうぞよろしくお願いいたします。

符：　皆さんこんにちは。本当にお忙しい中、

この会場に来ていただき、わたしたちもとて

も嬉しく思います。今日の進行として、最初

はアジアの、私たち元日本留学生の先輩の皆

さんからのお話を聞いて、その後、岡部先生

にバトンタッチをして総括ということでまと

めたいと思います。 

　まず、それぞれ 15 分でお話ししていただ

きます。パネラーの皆さんの共通点はアジア

人であるということです。東アジアの韓国と

中国、東南アジアのタイ、マレーシア、私は

シンガポールです。全員元日本留学生ですね。 
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　では最初に大先輩の、ドイツ在住で元マラ

ヤからの留学生ヘン・フチョン先生からお話

をお願いします。 

ドイツから考える
日本の外国人、留学生受入れへの提案

ヘン：　みなさん、こんにちは。ヘンです。

私はドイツで長く生活しています。ドイツで

は留学生として、また労働者として、そして

移民として生活してきました。だから私は今

日留学においての３つのキーワードを使って

話をしたいと思っています。

　まず最初に、留学というのは、昔から若者

がどこかの国へ行って勉強し、そして勉強が

終わったら国へ戻って、末は博士か大臣かと

いう期待をされていました。例えば幕末や明

治初期に日本から欧米に行ったみなさんはそ

うだったわけです。あるいは中国の留学生も

日清戦争以降、日本に行って学び、帰国して

軍人になったり、革命家になったり、という

時代がありました。ところが現代になってく

ると、留学生というのは行ったきり帰ってこ

ないという人が非常に増えてきているわけで

す。特にアメリカ、カナダ、オーストラリア、

ニュージーランドなどは移民国家ですから移

民法があって、そこに留学して、仕事が見つ

かればそこに残ってそこの国民になったりす

るわけです。

　ところが、ドイツ、あるいは日本という国

は移民国家ではなく、移民法もありません。

留学生として来て勉強してもらい、帰国して

もらうというのが原則です。しかし、ドイツ

は 1990 年代に東西ドイツが統一してから少

し違ってきます。日本の場合も勉強したら

帰ってもらうというのが原則ですが、実際統

計を見てみると、中国の留学生だけを取り上

げて見ても、1980 年代に日本に来た中国人

留学生のうち、これまでにだいたい十数万人

が日本国籍をとっているわけです。ですから

実質上日本も移民国家になっているわけです

ね。本音と建前がありますから、その辺りは

はっきりとは言われていません。そうした実

態があるので、日経の評論家が日本でも移民

局をつくれと提案していました。

　ドイツも、今でも原則としては移民は正式

には認めていません。まだ移民法はありませ

ん。しかし、今度の 9 月 24 日に総選挙があ

りますが、その争点の一つは移民法を作るか

作らないかということになっています。事実

上、ドイツの 8,000 万人の人口の約 22％の国

符祝慧（Foo Choo Wei）氏
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民が、或いは住民が、何らかの移民の背景を

持っています。ですからその点で、これから

留学生を増やそうとしている日本は、留学そ

して移民ということを真剣に考えなければい

けないと思ってます。

　このあいだ読んだ新聞によると、安倍首相

が向こう 5 年間に 150 名のシリアの難民を留

学生として日本に迎えるという記事がありま

した。これは移民だけではなくて、難民の問

題にもなってくるわけですね。ですから今度

みなさんが留学ということを考える時は、移

民と難民のことを一緒に考えなければならな

い局面に来ているということです。これが一

つです。

　その次は、これはドイツの経験ですが、宗

教の問題です。イスラム教の問題です。ドイ

ツは第二次世界大戦後、中近東からの留学生

がたくさん来ました。トルコやイラン、エジ

プト、北アフリカの人たちで、その中の多く

がイスラム教の方々です。ところが 90 年代

まではもちろんイスラムの国からの留学生は

宗教のことをあまり前面に出しませんでし

た。例えばドイツではイランの留学生は猛烈

に昔の国王（シャー ）に反対していて、自

由と民主、反圧政を訴えていたので、宗教の

問題は前面に出てはいなかったわけです。だ

から当時たくさんの留学生がイスラム教の国

から来ていましたが、宗教、イスラムの問題

はほとんどありませんでした。ところが 70

年代になって、これは私個人の経験でもあり

ますが、サウジアラビアにワッハーブ教派と

いうのがありますが、これはサウジアラビ

アのイスラム教の中の最も保守的な教派で、

ワッハーブ主義、いわゆる原理主義を唱えて

います。サウジアラビアというのは石油でお

金がたくさんあるので、それでワッハーブ教

派の教徒たちと組んでヨーロッパ各国で、イ

スラム教徒の留学生たちの中で積極的な活動

を行っています。私はロンドンに行ってその

活動実態に接しましたが、その影響でマレー

シア人留学生でも非常にラディカルな学生が

出ているわけです。同様にフランスにもドイ

ツにも広がっていて、やがてイスラム国（IS）

へと繋がっていくわけです。

　私はイスラム国あるいはワッハーブ教派、

あるいはムスリム同胞団という組織は、イス

ラム教に基づいた国家を全世界的に普及させ

ていくつもりなのだと思います。やがて力を

持ってイスラム教の教法を憲法に取り入れよ

うと考えているのでしょう。そういうことも

含めて全体的に見なければなりません。要す

ヘン・フチョン氏
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るにイスラム国がテロを行っていますが、こ

れは手段です。これから世界においてイスラ

ム教を普及させていこうという、これは戦闘

部隊だと私は考えています。

　三つ目ですが、戦後日本は 1950 年代から

留学生を受入れ始めました。アジア学生文化

協会の歴史を見ても 60 年になったわけです。

この 60 〜 70 年間、留学生はたくさん日本に

来ているわけですが、これまでの留学生の歴

史、戦後の日本における留学生史の研究とい

うのはあまり聞いたことがありません。例え

ば日本の場合は 1960 年代に早稲田大学の実

藤恵秀先生が『中国人日本留学史』という著

作を出しましたが、私の希望としては、これ

から日本が将来に向かうには過去も少し見な

ければならないと思っています。アジア学生

文化協会の機関誌『アジアの友』（1958 〜現在）

にもかなりの資料があるわけですから、それ

等を活用する。例えば日本の場合、私の個人

の経験からしても、1950 年代は東南アジア、

香港、台湾からの留学生が来ました。1960 年

代にはインドネシアの賠償留学生がかなり来

ています。その後 1980 年代には大量の中国

人留学生が来たわけです。ところが、例えば

インドネシアの留学生のその後は誰も知らな

い。インドネシアの 1965 年の大虐殺で日本

に来ていたかなりの留学生が国に帰って、そ

の後消息不明と聞いています。あるいはベト

ナム戦争の最中に日本に留学していたベトナ

ムの留学生のその後など。そういう日本の歴

史にとっても非常に重要な一部分としての留

学生史を、誰か大学の学者や歴史学者たちに

がんばっていただき、ぜひ戦後の日本におけ

る留学生史を出していただきたいと思ってい

ます。私からの提案です。

符：　ヘン先生ありがとうとございました。

ドイツに軸を置いた目線で留学生の問題な

どもはっきりと提起していただくことがで

きました。最近はアジアの激動の時代とい

いますか、今朝もテレビで見てましたが、

東アジアはかなりどこから見ても激動なん

ですね。北朝鮮のことなど、皆さんの関心

事だと思います。今日はご専門の、韓国出

身の李景民先生がいらっしゃいます。テー

マに沿って、よろしくお願い致します。

海外で学ぶ意義と
留学生が社会に与えるインパクト

李：　私が生まれ育った国、韓国を離れて

50 年が過ぎてしまいました。フランスで 10

年、日本に来て 40 年が経ちました。今日、

アジア学生文化協会創立 60 周年の記念シン

ポジウムで、私は、２つのことについてお話

ししてみたいと思います。

　まず一つは、国境を越えるということはど

ういうことなのかについてです。英語で「外

国に行きなさい」という表現はみなさん知っ

ていますね。“GO ABROAD”。この通り言

葉は、とてもチャーミングな表現です。何と

かなりますよというようなニュアンスを含ん

だ言葉でもあります。

　外国で学ぶ意義は何でしょうか。外国では

生活環境が自分の国と違って、新しいことが

いろいろと発見できます。1 年、2 年と時間
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が経つに従って、色んなことを学ぶようにな

ります。例えば、他者との共存が大事だとい

うことを痛感するようになります。そして自

分の国の文化を、相対的に見るようにもなり

ます。他者に対して寛容にもなれるのです。

外国の社会を、歴史などを学んで、いつか自

分の国に戻ると、こういうことが役に立つの

ではないか、社会の近代化にも貢献できるの

ではないか、などを思うようになります。

　私は、今から 20 年ほど前、1996 年 11 月、

札幌大学の同僚教員 4 人と一緒に、留学生募

集で中国の内モンゴル自治区の首都であるフ

フホトに行ったことがあります。フフホトは、

北京から飛行機で約 1 時間のところで、モン

ゴル高原の入り口にある人口 100 万人の近代

的都市でした。

　私たちは、フフホトの大学と日本語学校

を訪ねて行き、そこの学生たちに、日本留

学について説明し、留学を誘うキャンペーン

を行ったのです。私たちが中国に行った理由

は、2 年後に札幌大学に新たに文化学部を設

置することを文部科学省に申請していたので

すが、その設置条件に、文部科学省から留学

生を入れることを指摘されたからです。

　ところでその時、私が学生たちの前で話す

ことになりました。私は、高校を卒業する頃

の私自身の気持ちを、そして日本とフランス

の大学での体験を、50 人近い学生たちに話

しました。

　日本で私は、アジア文化会館と兄弟関係に

ある新星学寮で生活しました。日本人の学生

たちとの共同生活を通してたくさんのことを

学びました。朝一斉に起きて寮内を掃除し、

朝晩の食事は寮生が当番制で台所で炊事をし

ました。月に一度は寮会があって、時にはベ

トナム戦争についてみんなで討論しました。

生まれてはじめての民主的な共同生活の体験

でした。

　間もなく私は、日本を出てフランスに行き

ました。丁度、1968 年 5 月、世界を風靡した「5

月革命」の直後であり、大学は学生運動の熱

気が充満していたのです。専門の勉強をする

と同時に、時代の閉塞状況を感じ取った若者

たちの反乱を私は目の当たりにして、そして

色んな社会体験から学んだものは多かったの

です。

　そして最後に、私は学生たちに、「海外へ

行きましょう。日本に、札幌に来てください。

きっと、大きな収穫を得ることが出来ます。」

そんな話をしたのです。

　さて、この外国に行こう、という話は、後

李景珉（Lee Kyung Min）氏
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にある韓国人の憲法学者が書いたエッセイ集

の中にも書かれてありました。著者は兪鎮午

（ユ・ジノ）という人です。この方は今のソ

ウル大学の前身の京城帝国大学の出身です。

昔、朝鮮半島が日本の植民地下にあった時代

に、ソウルを京城と呼んでいました。植民地

当局が 1924 年に京城帝国大学の予科を、26

年に法文・医学部を開設し、41 年に理工学

部も増設して、当時の朝鮮半島では唯一の総

合大学であったのです。その京城帝大に兪鎮

午さんは優秀な成績で入るんです。ところで、

彼より成績が悪かった高校時代の仲間の中に

は東京の大学に進学した人もいました。

　夏休みになり、東京の大学に通っていた友

人たちとソウルで集まりました。みんなが

集っては騒いだりする席で、兪さんは大変驚

くわけです。彼より勉強もしなかった人が、

半年くらい東京のどこかの私大で勉強して国

に戻って喋っているのを見ては、驚いたので

す。植民地の首都ソウルで勉強していた兪さ

んには、親友の振る舞いを通して、当時の東

京の文化的な水準や、大学の実態が伝わって

くるようで、羨望の的であったということな

んです。

　兪さんは後に大学教授になって、1948 年 8

月に今日の韓国、大韓民国が誕生しますが、

その時韓国憲法の草案を作った学者です。彼

は学生時代のあの体験から、社会人になって

からずっと追求したことの一つは、「時間が

あれば、外国に行こう、外国の進んだ文化を、

社会状況を見て歩きたい」、それを実行して

いったのです。彼は学生たちに「できれば海

外に行ってみたらどうか」、そんなことを言

い続けたそうです。われわれが故郷を離れて

大都会に行っては、故郷では得られない何か

を得ることもあるのではないでしょうか。そ

れは、貴重な体験であるに違いありません。

　さて、もう一点は、日本に来ている留学生

の多くは、韓国、中国、ベトナム、東南アジ

アの国々からのみなさんであり、彼らは、現

代史を背負っているということ、それについ

てのお話です。

　日本の若者が現代史を背負って生きていな

いとは言わないにしても、日本の若者以上に、

現代史を生きているということで、彼らは大

変な状況にあるということです。勉強するだ

けじゃないということ。彼らには国の貧困、

国の混乱状況、お国では独裁政治が幅を利か

せているという現実があります。それを忘れ

て勉強だけするわけにはいかないのです。

　留学生が外国で暮らすとなると、受入国の

人々にはどんな影響を与えるのでしょうか。

「アジアの留学生の場合」を一つの例にお話

ししてみたいと思います。

　私は 1969 年から 10 年間パリで暮らしまし

た。当時フランスには韓国出身の方は 700 人

くらい滞在していました。今は万単位です。

当時、同じフランスに住んでいても、同胞同

士でしょっちゅう会うことはありませんでし

た。学生の場合は、勉強が忙しい等々の理由

で。私は、一年中一人の韓国人にも会ったこ

とのない年がありました。大学の勉強、アル

バイトなどで普段非常に忙しくして、暮らし

も楽ではありませんでした。ただ、学生の場

合、フランスの大学は休みが長くて 3 か月も

あるんです。一生懸命バイトでお金を貯める
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人もいれば、余裕のある人は隣のドイツに旅

行に行ったりすることも出来るんです。

　フランスで孤独な日々を送っている一人の

韓国人の青年にとってみれば、通り道で、東

ベルリンであろうと、同胞に会った時、それ

は嬉しいことです。パリ市内では韓国人に会

うことはめったにないけれど、会えたらどん

なに嬉しいかということです。韓国のニュー

スにも飢えていたのです。私は新聞が大好き

で、たまに大使館に行くと新聞がそこに積ん

であります。「これ、もらっていいですか？」

と聞いて、全部もらっては家に帰って一晩中

読んだりしていました。

　こういうふうに孤独な日々を送っていた人

たち、彼らにとってみれば、韓国を離れてフ

ランスにいると、朝鮮半島が置かれている状

況がよく見えてくるのです。朝鮮分断の歴史

に、南北のイデオロギーの対立にかくも翻弄

されたのはなぜか、などを考えるようにもな

ります。

　ということで、ソウルの真面目な「一般市

民」とはちょっと違っていくわけです。より

自由に、時には民主化運動にも参加して、行

動もしていたことになります。

　ところで、1967 年 7 月、突然韓国で、「東

ベルリン事件」という事件が新聞に大きく報

じられました。西ドイツ、フランスで学んだ

韓国出身の知識人、留学生など 40 人が突然、

韓国の中央情報部、KCIA ともわれわれは呼

んでいましたが、政府機関によって韓国に帰

国させられたのです。ヨーロッパ帰りの国内

の人々も多数逮捕され、当局の調査を受ける

ことになりました。

　事件の内容は、東ドイツの北朝鮮の工作員

に誘われて、韓国の知識人たちがスパイ行為

をしたとのことです。それは韓国の反共法に

抵触することになるからです。

　1989 年以前のドイツは東西に分断されて

いました。東ドイツの首都はベルリンで、東

ベルリンです。西ドイツはボンが首都でした。

その東ベルリンには北朝鮮の大使館がありま

した。その東ベルリンの大使館を拠点にして

北朝鮮の工作員が韓国人に接近していたとい

うことです。

　フランス、ドイツに住んでいた韓国出身の

知識人、留学生たちは東ドイツに行ったりし

ながら、北側のスパイ教育を受けたというこ

とです。彼らはソウルに連れて行かれては尋

問を受け、裁判を受け、牢屋にも送られたの

です。

　問題は、自国の同胞であっても、国家機関

が同胞を自国に無理やり連れて行くというこ

とはできないということです。韓国政府はド

イツ、フランス政府の了解を得ずにそんなこ

とをしたのです。それでフランス、ドイツ政

府から猛烈に抗議を受けましたし、フランス、

ドイツの一般の人々の間でもこんな非人道的

なことは許さない、ただちに彼らを元に戻せ

という抗議運動が活発に行われました。この

事件で韓国の非民主的な政治状況が世界に広

く知らされたことになります。

　フランスから連れて行かれた方の中には、

有名な画家もいました。ドイツからは有名な

作曲家も、学者もいました。韓国に連行され、

無期懲役の判決を受けた人もいます。しかし、

しばらくして、みなフランス、ドイツに戻り
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ました。

　2006 年 1 月、韓国の情報機関、国家情報

院の「真相究明委員会」は、東ベルリンで北

朝鮮当局者と接触していた大学教授や留学生

などが集団スパイとされた「東ベルリン事件」

は、ねつ造だったと発表しました。真相究明

委員会は、当時の朴正煕（パクチョンヒ）政

権が北朝鮮との接触を無理やり国家保安法違

反に結びつけたと断じたのです。

　この事件をきっかけに、フランス人のご夫

婦ですが、韓国の人々の人権を守るための、

小さな団体を作りました。そして、今のソウ

ルはどういう状況にあるのか、それをフラン

スの人々に紹介して、何か協力できることは

ないだろうか、牢屋にいる政治犯たちをどう

すれば自由にできるのだろうか、ということ

で熱心に活動していたのです。旦那さんは国

家公務員で、日本だと上級官僚の方なんです。

しかし彼は、その団体に所属して留学生たち

の世話もするし、新聞に韓国のニュースなど

が出ていると、それを集めて、フランスの一

般の人々に今のソウルはこういう状況にある

ということを知らせたりしていました。こう

いう状況というのは、韓国では、朴正煕政権、

軍事政権時代のことです。1961 年 5 月に軍

事クーデターで権力をとったパク・チョンヒ

政権のことです。彼が亡くなったのは 1979

年 10 月で、18 年間も軍事独裁政治を行った

のです。その後は一時、ソウルの春が訪れた

時もありました。ところが 1980 年から 88 年

まで、これまたひどい軍事独裁の時代となり、

その時、韓国の人々はまた、当局よりひどい

弾圧を受けるようになります。そのとき、フ

ランス人たちは再び立ち上がり、韓国の民主

化闘争運動に対して、われわれフランス人が

単なる「モラルでもいい」、何か精神的にサ

ポートできないだろうか、といった運動を

行っていたのです。本当に頭が下がるご夫婦

の話です。みなさんご存知だと思いますが、

フランスのジャーナリストでロベール・ギラ

ンという方、フランスの高級紙ル・モンド紙

の記者で、何年か前に亡くなりましたが、こ

の人がまた熱心にこの団体にいろんな情報を

送ってくれたりしていたのです。

　最後に、もうひと言を申し上げて、お話を

終わりにしたいと思います。

　今日、日本は政治・経済・文化などの面で、

アジア諸国と互いに行き来しています。した

がって、今の日本を理解するには、隣国の視

点も大事でしょう。日本で学び自国に戻った

留学生たちは、日本での見聞を広く紹介する。

日本との掛け橋になって、活発に行動するよ

うになります。　

　一方、日本人にとっても留学生との交流が

あるわけでしょう。ニュースの国の人が隣に

座っている。よく私は、パリで体験したこと

です。日本でも同じことがいえるわけでしょ

う。まさに留学生たちの存在が、日本社会

に、われわれに与えてくれるインパクトがあ

るわけです。その影響が、ある意味では日本

人の意識の変化にも繋がっていくのではない

でしょうか。

　それで、われわれが何らかの行動を起こす

ことにもなるのです。それこそ何よりではな

いかと、私は思っています。

　日本と韓国、中国、あるいは東南アジア
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諸国とは、今や互いに相手を語らずに自分

の国の今の状況は語れないようになってい

るのではないでしょうか。何か、われわれ

が出来ることを率先してやっていく、そん

なことを思っております。ご静聴ありがと

うございます。

符：　どうもありがとうございました。や

はり、アジア学生文化協会の 60 年は私たち

留学生を育ててくれ、その中にはアジアと

密接な歴史もかなりあり、様々なことが長

く連なって今日があると思います。また、

留学生が外国で勉強して一人前になること

も大事だと思っています。次は、帰国後長

年タイで産業人材育成に取り組んでいるス

ポン・チャユツァハキット先生にお願いい

たします。 

タイの教育事情と
元日本留学生が取組むタイの人材育成

スポン：　みなさんこんにちは。ご紹介いた

だいたタイのスポンです。私はタイの人材育

成について、さらにその事例として我々が運

営している泰日工業大学（TNI）の話をした

いと思います。まず簡単にタイ国の教育、人

材育成の背景を紹介いたします。

　タイ国の人口は現在約 6,600 万人です。第

2 次世界大戦が終わった時の人口は約 2,000

万人ですから、この 70 年くらいの間に３倍

以上になりました。

　ではタイの教育制度がどうなっているかと

いうと、平均教育水準は現在、中学 2 〜 3 年

です。戦後から 1950 年頃には小学 4 〜 5 年

でした。タイの教育制度は、戦後小学校・中

学校・高等学校が 4 年・6 年・2 年制でした。

その後 7 年・3 年・2 年制になって、現在は

日本と同じ 6 年・3 年・3 年の制度になって

います。また、義務教育は、1945 年〜 1950

年まで小学校の 4 年から中学 1 年（グレード

7）になりましたが、現在は中学 3 年になっ

ています。これにより国民の教育水準が飛躍

的に上がってきています。ただ、全国水準が

上がるには時間がかかります。バンコクのよ

うな大都会には学校がたくさんありますが、

田舎の街ではそうではありません。だから義

務教育は中学 3 年ですが、国全体を見ると中

学３年までいっていないのが実情です。また

地方には高等学校があまりありません。

　人材の育成は国の教育システムと関連して

いるので、実態をよく知っておかなければな

スポン・チャユツァハキット氏



アジアの友　第 529 号　　　2017 年 11月 20日発行

19

りません。今、タイには 237 の大学がありま

す。そのうち国立大学は約 2/3 の 163 校、私

立大学は 74 校です。60 〜 70 年前には 5 校

ほどしかありませんでしたから、大学の数は

大幅に増えたことになります。なお、最近の

高校卒業者数は年間約 56 万人です。そのう

ち更に上の高等教育に進学する人は約 77％

です。この数字を見たら悪くはないですね。

最近ではかなりの人が高校まで行って更に上

まで進学していることが分かります。ただ、

その内容を見るとまだいろいろな問題が残っ

ています。

　例えば国立大学は 160 校ほどありますが、

それらはみな規模が大きいので、80％以上の

学生がそれらの国立大学に入っています。一

方多くの私立大学は小規模で、あまりたくさ

んの学生を受入れることができないのが現状

で、私立大学進学者は 20％以下です。また、

タイの労働人口は、15 歳から 60 歳までが対

象となっていますが、現在は約 5,500 万人で

す。全人口の約 85％に当ります。そのうち

大卒以上は約 17％。その内訳を見ると、科

学技術専攻大卒は約 4.3％だけです。また社

会科学・学術・教育専攻大卒は約 13.5％と約

3 倍となっています。つまりタイの大卒者は

科学技術系の割合が少ないということです。

大学を卒業しても就職できないという問題が

まだ残っていますが、この問題を私たちの大

学はどう解決するかということを考えていま

す。これに関連して私たちの泰日工業大学

（TNI）のことを少し紹介します。

　TNI はアジア学生文化協会と関係の深い

大学です。その歴史を見たら簡単にわかりま

す。1957 年にアジア学生文化協会（ASCA/

ABK）が設立され、59 年に海外技術者研修

協会（AOTS）が設立されました。そして

1970 年、AOTS より職員の富永さんがバン

コクの駐在員として派遣されてきて、その後

すぐ穂積先生（ASCA 並びに AOTS の初代

理事長）がタイを訪問され、日本政府の推

進する日タイ協力事業をはじめることにな

りまして、1972 年に TPA の日本側の窓口と

なる（社）日・タイ経済協力協会（JTECS）

が設立され、翌年に泰日経済技術振興協会

（TPA）がタイのバンコクに設立されました。

そして TPA の建物が現在のスクムビット通
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りに完成したのが 1975 年。その後 1998 年に

は TPA 付属技術研修センター（TPI）がバ

ンコクのパタナカンに完成し、大きくなった

TPA 事業を分割しました。そして 2007 年に

泰日工業大学（TNI）が開学しました。ちょ

うど 10 年前になります。

　この写真（①）のお２人はタイのソンマイ・

フントラクン先生と日本の穂積五一先生で

す。TPA および TNI 創設の貢献者です。最

終的に二人の話し合いで、TPA をタイにつ

くることになったわけです。

　TPA で最初に始めたのはいろいろな技術

の講習会、日本語クラス、専門書の出版など

でした。事業活動の中心はやはり日本からの

技術移転ということで、タイ社会・企業が必

要とする技術をはじめ、管理、経営等いろい

ろなセミナーを開催し、また企業の計測計器

類の校正等、企業のニーズを調査・開拓して

事業展開をしてきました。これ（②）が 40

数年前の TPA の発会時の写真です。次に、

写真③の手前のビルが最初に建てた TPA 本

館です。後ろのビル、別館は 10 年後に増築

したものです。そして、さらに 1998 年には、

別の場所、パッタナカーンに新館を建設しま

した。

　TPA はタイの工業化を支えてきた自負を

持っています。日系企業の増加、タイの工業

化の進展とともに会員の数も増え、企業の技

術者の訓練、新しい技術の移転、中間管理職

の研修等、様々なコースを立ち上げ、研修コー

スの数も増大して行きました。また、タイ人

には日本語講座を、在タイ日本人にはタイ語

講座も行ってきました。また技術関連書籍の

出版、さらには工業計測機器の検定・校正サー

ビス、通信教育、最近は、中小企業（SME）

向けに様々なサービス事業も行っています。

　TPA には現在、3,000 人ほどの正会員がい

ます。正会員は、日本留学・研修経験者です。

正会員以外は準会員で、8,000 人ほどいます。

また、企業会員が 4,000 社ほどあり、この 4,000

社が私たちのサービス事業と関係の深い会社

ということになります。

　そして、10 年前に設立した TNI は小さな

大学です。しかし small, but beautiful です。

学部は工学部、情報技術学部、経営学部の３

つしかありませんが、学科は全部で 15 学科

① ②
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ほどあります（④）。特色は、自動車工学を

教えていることです。タイの他の大学では

まだ自動車工学は教えていません。このこと

により特に日系企業を、それだけでなくタイ

及び欧米なども含めた全ての自動車工業界を

サポートする人材を準備しようということで

がんばっています。IT 学部は将来を見据え、

情報技術（IT）、人工知能（AI）といったも

のも教えています。経営学部もアメリカのよ

うな MBA、BBA という形ではなくて、日

本的な工場管理とか、現場向きの経営学を学

んでもらっています。こうして今年 10 周年

を迎えました。

　TNI が他の大学とどのように違うかとい

うと、我々は TNI を日本のものづくりスタ

イルの大学と言っています。一般にタイの大

学は理工系学部がある大学は総合大学となっ

ています。TNI は、小さいけれど、特殊な

技術、特殊な専門性を学ぶ大学であり、企業

や産業界のニーズを捉え、教え方も理論と実

験だけではなく、科学、技術、スキルを統合

させて磨くという特殊なやりかたです。よそ

の大学は講義主体の学習ですが、我々は課題

解決型の学習を行っています。

　就職についても企業と密接に連携し、そ

の企業が求める学生を推薦しています。TNI

の卒業生は就職を 100％保証しています。こ

れは大学の一つの魅力となっています。学生

数は最初 443 名でスタートしましたが、2016

年には 4,476 名を抱える大学になっています。

　大学では４年生の前半に約４ヶ月のイン

ターンシップがあり、現場で働く経験ができ

るシステムになっています。自分の専攻分野

に関連する企業に行って、実際の労働を体験

してもらいます。これはその後の就職のチャ

ンスにも繋がっています。インターンシップ

制度により会社と学生、お互いがそれぞれを

よく知ることができるとうことで、結果とし

て 7 割くらいの人が研修を受けた企業に就職

しています。

　また、TNI の特色としては日本の企業文

化を教える、日本方式のものづくり教育を

行うということです。すなわち TNI の 6 つ

の中核価値：KM-HR-HoP を教えます。K 

は Kaizen・ 改 善、M は Monodzukuri・ も

のづくりの理想、H は Hansei・反省、R は 

③ ④
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Respect・自他の尊重、Ho は Honest・誠実、

P は Public Interest Conscious・公益意識で

す。こうした努力で、企業の学生に対する評

判は大変よく、私たちの自慢になっています。

　もう一つの特色は、授業はタイ語で行って

いますが、必須科目として日本語と英語を教

えることです。ですから全ての学生は卒業時

には一定の日本語ができます。大学の企業実

習で日系企業の現場に行っても、日本人の上

司と簡単な日本語で会話が出来るということ

がポイントになっています。

　一方設立から 10 年の間に、日本の大学 60

校ほどと MOU（覚書）を結び教育・研究協

力ができました。学生の交換・交流や先生の

交換・研修・共同研究などいろいろな面での

協力を行っています。

　現在のキャンパスは狭いところで建物は

今 A 棟、B 棟、C 棟、D 棟の 4 棟しかあり

ません（⑤）。5 つめの E 棟はもともと一階

建の食堂だった所を取り壊して現在 6 階の

建物を建設中です。これが来年完成します

が、それでも最大約 5,000 人の学生しか入れ

ないという規模です。

　最後に、大学の中庭には TNI 創立の貢献

者として２人の銅像が立っています（⑥）。

TPA の創設に深くかかわったタイ人のソン

マイ先生と日本人の穂積先生の銅像です。

これは何を意味するかというと、TNI 創設

に当って大学の一つの精神を伝えるためで

す。TPA を作った当初の精神を TNI も引き

継ぎ、関係者が、特に若い学生たちがそれ

を引き継ぎ、忘れないようにがんばっても

らうためのモニュメントとなればと思って

作ったものです。　

　それでは、将来何をやりたいかという話は

後ほどにまわし、とりあえずはここで閉めさ

せていただきます。

符：　どうもありがとうとございました。

スポン先生のお話を聞くと、やはりアジア

学生文化協会の創設者穂積先生の下で、同

じ文京区にある新星学寮からアジア文化会

館が生まれ、また、蒼生寮も文京区にあっ

たということを思いだしました。今まで、1

万以上の人たちがこの協会と関係があると

いうのは間違いありません。日本の留学政

策なんですが、私が留学した時は 1980 年で

すが、当時の中曽根康弘政権は留学生の 10

⑤ ⑥
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万人受入政策を打ち出しました。福田康夫

政権の時には 30 万人となりました。もちろ

んその中では隣の中国から来た留学生が一

番多いということです。今日のゲストで、

私と同じ世代で 1982 年に来日した呂新一さ

んにお話をお願いします。 

人材とは何か
人材になるために必要なことは

呂：　今日はお忙しい中、みなさんにはわざ

わざ足を運んでいただきましてありがとうご

ざいます。実は今回の計画を立てた布施さん

からは、私に３つのことについて話してくだ

さいと言われました。一つ目は人材、二つ目

は私は中国人ですので、日中関係をどう見る

か、三つ目は私は金融業界でそろそろ 30 年

仕事をしてますので、世界経済はどうなるの

かという、この３つのことを振られました。

今はまず一つ目についてお話しし、時間が

あって次のチャンスが巡ってくれば日中関係

について説明したいと思います。

　人材ということについて、これについて３

つの観点から見たいと思っています。一点目

は人材というのは何を意味するのか。二点目

は外国人が日本に来てどんな人材になるの

か。日本人が海外に留学してどんな人材にな

るのか。三点目はもっと普遍的に今の社会で

人材となるには何が必要かと言うことです。

この三点について私の考えを述べさせていた

だきます。

　まず人材という言葉は非常に美しい言葉で

す。中国から来た言葉だと思いますが、人間

というのは意外に美しいもの、美しい言葉に

弱いんですね。“我が社の人材”とか言われ

てですね。あそこの女性が美貌の持ち主であ

ると、男性がころっとまいってしまうという

ことです。

　しかし、言葉に惑わされないことが一番大

事です。というのは、人材と言うのは時代に

よって違うと思います。また立場によって全

然違います。例えば、昔の時代ではソロバン

ができれば“人材”でした。中国だと李白み

たいに優れた詩を書ければ人材ですね。ある

いは字を書けるだけで一つの人材でしたが、

今はコンピューターの字は人間が書く字より

もきれいです。昔は英語が喋れる、翻訳がで

きれば大事な人材でしたが、今は Google が

自動翻訳をしてくれますから、通訳、翻訳の

仕事を頼みに来なくなるでしょう。

　また、立場によって人材も変わります。一

番極端な例で言いますと、ナチスドイツがガ

ス室でユダヤ人を殺した時には、そのための

ガス室を発明した人、大量に一度に人を殺せ

る場所を作った人は、ナチスドイツにとって

は人材です。しかし立派な戦争犯罪者です。

その意味では、人材というのは立場によって

全く変わってくるんです。

　我々は自分がどういう人材になるのか。上

司に褒められて、きみは会社のためによく頑

張ったねと。実は会社の倫理、価値観はその

まま社会の価値観ではありません。あるいは

真正面から衝突している可能性があります。

その意味で、じゃあどういう人が人材である

のかと。私から見ると古今東西変わらない人

材の定義は、私自身の勝手な定義ですが、志
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を持って、人間として温かみがある、要は

機械的なものではない人間としての人材です

ね。能力があって、他人のことを常に考えて、

社会の平和と進歩に繋がる。周りに頼りにさ

れると。こういった人は例えば日本政府から

表彰状をもらってなくても、私から見ると立

派な人材です。どこにいても尊敬される。

　私個人の経験で言うと、香港ではわずかで

すが、日本でも、中国でも、アメリカでも、

シンガポールでも働いたことがありますが、

どこに行っても変わらないです。職場で尊敬

される人たちはどういう人かというと、まず

嘘をつかない人です。業績面で他人の手柄を

自分の手柄にしたい人が多いですから。出世

したいから、お金が欲しいから、だいたい失

敗は他人のせいにして手柄は自分のものにし

ます。しかしその逆をやっている人たちは尊

敬を集めます。失敗したら、私のせいで失敗

しました、申し訳ないと。他人のためにがん

ばれる人、日々研鑽して自己の能力を高めて

る人、そして謙虚な人たちで、必ずしも会社

の本部長とか、社長という人ではありません。

　本部長や社長という人たちは組織では上に

立っていますから、勘違いして自分が人材だ

と思いがちです。ただ、会社を離れればただ

の人です。サウナに行って裸になれば、この

人が部長なのかとみんなが思ってしまうわけ

で、皆と同じく単に骨に肉がついている生

き物だけです（笑）。その意味で海外に行け

ば、あるいは自分の会社の外に出れば、ただ

の一人の人間ですから自分としてどういう価

値観を持って自信を持てるかが重要になりま

す。価値観と能力というのは自分の自信に繋

がります。その意味では、真の人材というの

はそれを持っている人ではないかと思ってい

ます。

　ABK・アジア学生文化協会がどうしてこ

んなにそこで暮らした人たちや関係した人た

ちから愛されて、みんなにサポートされてい

るのかというと、こういった人材を育ててき

たこと、ABK を作った穂積先生がこういう

ことを目指していたから、みんなの共感と

賛同を得て、例えば今日もみなさんにここに

集って来ていただけるわけです。ただ金儲け

の組織だったら、たぶんみなさんは来ていま

せん。それでも来る人は、その人自身も金儲

けだけを考えている人たちではないかと思い

ます。

　二点目は、日本人が海外に行って人材にな

るか、あるいはアジアの人たちが日本に来て

そのまま人材になるかということについてで

呂新一 (Lu Xinyi) 氏
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す。私から見ると、人間というのは皆なんら

かの本質的なものを持っています。どこかに

行ってそこで開花するということは、その人

が本質的に持っているものが触発されて開花

するということです。どこに行っても勉強し

たくない、楽だけしたいという人は、海外に

行ってもまた海外で遊んで帰ってくるだけで

す。両親に私は留学して来ましたと言えるだ

けですね。

　しかし勉強したい人、感受性の豊かな人、

感謝の気持ちを常に持っている人はどこに

行ってもちゃんと目を開けて見ています。批

判するだけではなくて、他人のどこが自分

より優れているのか、自分がまだ知らないこ

とがどこにあるのか、自分がその社会にどの

ように溶け込み、みなさんのために何が出来

るのかということを常に考えますから、自然

に成長します。だから、いろんな所に行って

違う栄養を吸い取って大きくなれます。しか

し栄養か毒素か分別できず、悪いものだけ吸

い取る人もいます。アメリカに行ったら麻薬

を吸って、ニュージーランド行ったらまた別

の悪いことをして、シンガポールに行ったら

立派なカジノがあるのでカジノで遊んでばか

り。それでは留学してもますます堕落して行

くだけです。その意味で、外に行くのはいい

ですが、必ず志を持って行くこと、留学で大

事なのは楽をすることではなく、違う世界を

経験して自分を鍛えるということです。

　例えば日本について言うと、実は東南アジ

アにおいては日本のものは全てブランド品で

す。シンガポールでは、日本食レストランは

だいたい日本よりは３割から５割ほど高いで

す。かなり儲けられるということで、日本の

レストランは争ってシンガポールに進出しま

す。日本品はみんなブランドです。そうする

と、海外では日本人もブランドですね。その

ブランド名に相応しい実を持つには何が必要

かというと、やはり日本人としての誇りを

持って、自国の文化をよく知ることです。例

えば「詫び、寂び」とは何かと外国人に聞か

れた時、説明できなかったらどうしますか。

夏目漱石はどういう人ですか？いや、わたし

は知りません。高校で勉強していませんと。

日本文化も理解していない。

　さらに、日本人はどうして強いのかという

と、根性があるからです。一つのことを一筋

にそれをずっと研鑽する、磨き続ける。そう

した日本人のいい所をもし忘れて海外に行っ

て、ただパブに通って飲み明かすだけなら日

本人としての価値もないし、普通の社会人と

しても、国際人としても磨かれないわけです。

　あとよくあることは、アジアの人たちが日

本に来て、日本を嫌いになって帰って行くと

いうことです。日本は閉鎖的な社会だとか、

日本人は真面目すぎて要求が高すぎるとか。

また、今の社会はインターネットが普及し

て、人と人の触れ合いが少なくなってきてい

るし、お弁当がどこでも売っています。みん

な会社の自分の机の上でひっそりとお昼を食

べている。日本社会はつまらないなと感じる

留学生もたくさんいます。日本の友達ができ

ずに帰国する人も多いと思います。でも、そ

れらのことは日本の一部ではあるけれど、日

本の全てではないです。

　そうしたことは、各人の目で見ていること
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ですから、全てではないということをここに

明記する必要があります。今の日本があると

いうことは、要するに日本人の根性、日本人

のたゆまぬ努力、日本人のセンス、勉強する

精神、戦後アメリカから勉強をし、最近はい

ろんな国から勉強をしている。いろんな面が

あって、そして今日の日本があるということ

です。せっかく日本に勉強に来ているのです

から、日本人のいいところを学んで自国に持

ち帰る。そういったことがすごく大事だと思

います。

　三点目に今の社会で人材となるには何が

必要かと言うことです。人材という言葉は

ちょっと大袈裟だと思っています。というの

は、私は最低限の要求として、退屈ではない

人生を送ること。例えば私が前に勤めていた

会社の部長が恐れていたことは定年退職です

ね。どうしてかと言うと、奥さんが怖い（笑）。

こんな人生は惨めですね。何十年間働いてあ

とは毎日奥さんの顔を見るだけ。そんな生活

から抜け出すには自分の趣味を持つこと、退

屈しないこと。外に出かけることですね。毎

日奥さんの顔を見なくてすむようにすればい

いんです。そのためには目標を持つこと。目

標を持つと、必ず見通しが立ちますから。例

えば今から大分県の湯布院の温泉に行くとい

う目標を決めたら、まずインターネットで調

べます。どのように電車に乗ってバスに乗っ

て行くかと。そうやって目標を立てると、や

ることも多くなり、死ぬまで退屈しません

よ。最後は年を取ると目標に向かって歩くス

ピードがどんどん落ちてきますけどね（笑）。

それはしょうがないことです。そのように目

標を持つこと。そして感性を磨くこと。もう

一つ、大事なことですが、自分を持つことで

す。というのは、今はインターネットの社会

で、いたるところに情報があります。他人の

意見が溢れています。そうするとまた資本主

義の力で、マスメディアは世界の隅々まで浸

透していますから、今はテレビをつければ北

朝鮮のことばかり。毎日聞かされると神経質

でなくても神経質になっちゃうんですね。そ

ういった社会に私たちは生活している以上、

毎日情報の洪水が起きています。こうした情

報は、ほとんど情報発信者のためだけなんで

すね。彼らの給料のため。テレビ局からいく

らもらうか、新聞社から原稿料をどれくらい

もらうか。それだけです。私たちは、他人の

意見を聞くだけのために存在するのではな

く、自分の頭を持つことが大事だということ

です。

　どうしてそれが大事かというと、一つの

例を挙げますと、去年トランプさんがアメ

リカ大統領に当選したんですね。それを予

測できた人はほとんどいなかった。ニュー

ヨークタイムズ（New York Times）などの

大手マスメディアを含めてです。また、イ

ギリスが EU を離脱したこともほとんどの

人が予測できなかったんです。それはみん

ながバカだからということではありません。

たまたまその時に自分の頭を他人に貸して

いたということです。

　私は金融機関にいまして、ヨーロッパから

よくファンドマネージャーとか来て、金融機

関の人に会います。イギリスの投票日の前に

ヨーロッパから来た金融機関の人たちは一様



アジアの友　第 529 号　　　2017 年 11月 20日発行

27

にイギリスは EU から離脱しませんよと言っ

ていました。というのは、イギリスが EU か

ら離脱すると、ロンドンにある金融機関は

EU でビジネスが出来なくなるからです。み

なイギリスの免許を持っていますが、イギリ

スが EU の一員であると、イギリスの免許が

そのままヨーロッパで使えます。離脱してし

まうと免許が使えなくなってしまうので、金

融機関の本部は全てパリかフランクフルトに

移転する、という話ばかり彼らはします。だ

からイギリスは EU に残りますよと。

　こういった話のどこが間違っているかとい

うと、金融機関の方たちは自分の利害に基づ

いて判断しています。普通のイギリスの庶民

のことはまったく考えていません。アメリカ

も同じですね。グローバル化を提案している

ニューヨークタイムズは、トランプは当選し

ないと、ただ電車に便乗してヒラリーという

目標に向かって発車してしまったんですね。

沿道で見た風景は、全部トランプが悪い、ヒ

ラリーが正しいとなる。別に私はこの２人の

誰が正しいとか誰が悪いとかを言いたいので

はなく、要するに自分の頭で判断することは

これからの社会ではますます大事であるとい

うことを言いたいわけです。情報が氾濫し

てますから、たぶん一番大事なことは情報

を捨てることです。日本で最近流行った本

で、『断捨離』という本があります。たぶん

一番大事なことですね。いらない情報を捨

て、頭の負担を軽くすることですよ。その

方がよほどみなさんの精神的な健康に役立

つと思っています。

　時間のチャンスがあればまた述べさせてい

ただきます。

符：　呂さんありがとうございました。李先

生、ヘン先生、スポン先生が留学生だったの

は 1950 年代後半から 60 年代で、私と呂さん

は 1980 年代です。留学生の歴史から見ると、

その変化というのはもちろんあります。また、

現在在学中の留学生たちもまた私たちと違っ

ているわけです。そういう意味で、日本の留

学生の受入れ態勢というのはすごく大事にな

りますので、その辺のお話を、ぜひ岡部先生

から聞かせていただければと思います。よろ

しくお願いします。

日本留学の魅力と
オンライン教育の可能性

岡部：　後になればなるほど喋るのが難しく

なるというのがわかってきました。みなさん

全然違う話をされてますので。まず、呂さん

の話を伺っていてしみじみと感じたのは、私

はこの３月でただの人間になりまして仕事が

何もなくなったので、これからどうしようか

という大問題を抱えています。結果として言

うと、私は自分が今までいた放送大学の学生

になりました。趣味を生かして、今まで好き

だった合唱をどんどんやろうというので合唱

部を作りました。今日の午前中もその練習で

した。私は指揮もするものですから、皆さん

を歌わせて、明日明後日は発表会で、それな

りに楽しくはやっておりますが、本題に戻り

たいと思います。

　私は東大時代、工学部の先生をしてまし
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て、何十人かの留学生を相手にいろいろな

研究をやっておりました。やはり先ほどか

ら話がありますように、だんだん留学生の

「なぜ留学するのか」という気持ちも変わっ

てきてますし、留学生のキャラクターもど

んどん変化していますので、そういう立場

から少し気になっていることがあります。

まず、日本に留学することの魅力が、今、

だんだん希薄になって行っているのではな

いかということを感じています。

　なぜ日本に留学に来るんだろうという一

つ目は、日本が技術的に、文化的に進んでい

るというとこがあって、こういう時代には間

違いなく留学生の方がたくさん日本に来た

んだと思うんですね。それがだんだん日本が

追いつかれ、追い抜かれつつありますので、

そういう魅力が落ちてきているのではない

かと思います。

　二つ目は少し言い方が悪いかもしれませ

んが、日本に来て、日本で就職をして稼げる

かという要因が二つ目の重要な来日の動機

だと思います。が、これも少しずつ下ってき

てまして、管理職の給与は日本は中国に抜か

れたそうで、これもだんだん難しくなってき

ています。

　三つ目は、日本に学ぶべき文化的魅力があ

るかどうかということですね。例えば日本が

持っている文化で外国人が魅力を感じるも

のがどれくらいあるかとうことですね。文化

といってもいろいろありまして、古代からの

文化もありますし、日本の持っているアニメ

キャラクターだとか、地域的な楽しさとかも

含めて魅力があるかということですね。なん

となくこの３番目のファクターは良くなって

きているかもしれませんが、平均として日本

留学の全体的魅力は落ちてきているように感

じています。

　一方で、自分が日本と同じくらいの発展

レベルの国に遊びに行ったとか、あるいは

開発途上国などに行ってみると、そこに対し

てじゃあ私は魅力を感じないのかというとそ

んなことはなくて、感じるからよく行くので

すね。お互いに知らない地域に行って見たい

という興味にはいろんな動機があって、例え

ば開発途上国に行ったら、そこには学校がな

いようだから作ってみたいと思う人もいるか

もしれませんし、あそこに足らない技術をま

だ補填できるなと思う人もいるかもしれませ

ん。そういう意味で、必ずしも学びに行くと

か何かを獲得するというだけの動機ではなく

て、与えるとか、そういう動機もあって、ま

だたぶん留学は続くんじゃないかと。かつて

のような続き方はしないだろうけれど、続く

のではないだろうかと思っています。

　その場合、やはり他の国に行くには当然バ

リアがありますね。まず言葉が違います。そ

れから文化や人の考え方も違います。そこを

どうやって克服していくかというところで、

一つの大きな手段が留学ということになるの

だと思います。で、これをもう少し簡単に

できないかと思うのですが、一つの方法は先

ほどスポンさんが紹介された TNI のように、

ちゃんとした組織を作って、そこで例えば

日本に行きたい学生さんを集めて、いろんな

技術や文化を教えるというのが良い方法だと

思います。しかしそれはそれなりにお金と力
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がいりますから、スポンさんのような方がい

らっしゃるとか、周りに日本に理解のあるお

金持ちがいないと成立しません。そういう方

法もパラレルに考えていかないといけないと

思います。

　いろいろ見てますと、今、インターネット

が非常に進展してます。私自身は東京大学が

終わってから放送大学という通信制大学に就

職しました。かつての通信制大学は郵送で教

科書などを送って、先生とのやり取りも全部

郵便で行っていたのですが、放送大学が出来

た頃から「放送」というメディアを使ってや

れないかということで、なかば実験的にテレ

ビ、ラジオを使って教育の片側、先生から学

生に対するコミュケーションというのを放送

を使って行うようになりました。ただ学生と

先生の間はそれ以降も相変わらず郵便を使っ

てやっていましたが、ともかくもそういうモ

デルができたわけです。今、同じような大学

が世界中にいくつかありますが、実はほとん

どがインターネット化しています。

　放送大学は、良くも悪くも日本政府が珍し

く放送大学にはテレビのチャンネルを与えて

くれたということもあり、一つのチャンネル

をちゃんと持っているのですね。他の国の大

学はそれほどちゃんとした権限をもらえな

かったので、みなさん苦労されてきたのです

が、最終的にインターネットが普及したこと

によって、他国はみな一気にインターネット

化しました。放送大学はインターネット化に

は少し遅れましたが、文科省に 3 〜 4 年前に

許可されました。

　最近インターネット教育が増えてきました

が、やってみてわかったのは、インターネッ

トを過信してはいけないということです。先

ほども言いましたように、インターネットは

非常に良い面と非常に悪い面がありまして、

マネージの仕方は難しいのですが、いいとこ

ろを使えば、テレビ、ラジオ、あるいは郵便

によって行われる通信教育に比べて物凄くコ

ミュニケーション効率が高いので、かなり良

質の遠隔講義ができるということがわかって

きました。これをやはり先ほどの留学の話に

少し結びつけたらいいのではないかという気

がしています。

　ただ、日本の文化や技術を勉強してみたい

という人たちにインターネットだけで教育す

るのはやはり無理だろうと私は感じていま

す。ベーシックな部分、例えば語学の非常に

基本的なこと、あるいは日本の技術やマネー

ジメントの仕方などの概観を伝えるにはイン

岡部 洋一氏
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ターネットは極めて有効だと思います。そこ

でできるだけ、こうした手段を使って、やれ

るだけのことはやる。当然それだけでは不足

ですから、今までのようにフルに４年間を日

本に留学するのではなく、4 年のうちの半分

とか 2/3 くらいはインターネットでやってし

まう。そうすると比較的負荷が少なく、国の

バリアを超えることができるのではないかと

いうのが、私が今感じていることです。

　言うのは簡単ですが、実際にやろうと思う

とけっこう難しいことがあると思います。私

も放送大学で海外に住んでいる外国人にもこ

ういうことが出来ないかとずいぶん考えたの

ですが、簡単ではないと。まず留学をする時

はみなさん凄い決心をして来られるので、当

然留学先の国の言葉、日本に来られる方は日

本語を勉強するという覚悟をして来られる

わけです。ところが海外にいる人にインター

ネットで教育して、日本語を勉強してもらい、

日本語のこういう教育を聞けよと言ってもそ

う簡単ではないなという気がしまして、その

辺の仕組みは考えないといけないのですが、

こうした教育システムをきちんと考えてみる

必要はあると思っています。

　先ほどの繰り返しになりますが、インター

ネットがあるから何でもできるかというと、

必ずしもそうではなくて、やはり直接、ダイ

レクトに人に触れてみないとわからない部

分、例えば日本人の考え方のベーシックには

何があるのかというのを海外の人にわかって

もらおうと思うと、インターネットだけでは

ちょっと無理かなという気はしています。

　でもインターネットでもけっこういけると

ころもあるのですね。SNS（Social Network 

System）という、Twitter とか Facebook と

申し上げた方がいいと思いますが、今これで

結婚にまでいくようなコミュニケーションを

とっている人がけっこういるんですね。東京

で働いている私の教え子が、ある時突然釧路

に住んでいる人と結婚すると言い出して、私

はまだその頃はそんなにインターネットの力

を信じてなかったので、おまえ変なヤツをつ

かまえたんじゃないのかと言っていたので

すが、結婚して非常にうまくいってます。と

いうこともあり、私自身が放送大学の学長に

なってから、実際に Twitter とか Facebook

を始めました。しょっちゅうやっていると、

だいたいそういうところに書き込んでくる人

のキャラクターが見えてくるんですね。で、

実際に本人に会ってみると違和感はほとん

どないんです。あいつは SNS 上にはこんな

ことを書いているけど、本当に会ってみる

と全然違うタイプだねということは、まずあ

り得なくて、全部本音が出るんですね。そん

なことで、けっこう人間の考え方とかコミュ

ニケーションも、少なくとも言語が一致して

いればうまくとれる部分が多いと思っていま

す。最後に結論を申し上げますと、これから

は国のバリアのかなりの部分をインターネッ

トを使って減らすことが出来るだろうという

ふうになんとなく思っています。

　然しながら、最後の最後の真の部分はやは

り直接顔を合わせた方がいい。同じ釜の飯を

食った連中の方がやはりコミュニケーション

は良くなるというのも事実なので、その部分

は今後とも、今の ABK のようなシステムと
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か、そういうものがうまく働くことによって

成立して行くのではないかなと、ややかっこ

いい締めにさせていただきまして、私の話を

終わらせていただきたいと思います。どうも

ありがとうございます。

符：　どうもありがとうございました。こう

いう短い時間の中で、それぞれの先生のしっ

かりしたお話が皆さんに伝わっているかどう

か、私はモデレーターとして気になるところ

です。でも、アジア文化会館、新星学寮とい

う場所は本日のパネラーの元留学生にとって

はすごく大事な場所だと思います。なぜかと

いうと、今日のテーマは人材ですけれど、人

間の形成に関して、青春時代をそこで過ごし

たということは、人生の中でとても重要なこ

とだからです。それは基調講演をされた曹先

生がおっしゃったように、また曹先生は今で

もそのネットワークを、穂積先生が実践され

ていた人を育てる精神を引き継ぎ、将来のア

ジアのリーダーを育てる事業をはじめられて

います。そして、それはアジアの各地でまた

人の関係が繋がってゆくものと思います。 

留学生が日本から学ぶべきものと
日本人の心構え

符：　時間が大変厳しくなってきてますが、

先生方に一人一言で、これからの留学生政策

に何を期待するか、どこに向かって行って欲

しいかということをお聞きしたいと思いま

す。会場のみなさんにも留学生のお世話をし

ている方が多いと思いますので、ぜひ率直に、

かつ簡単にご自分の気持ちを教えていただけ

ればと思います。ではまず呂さんからお願い

します。

呂：　私から見ると日本の留学生政策、そ

う言うと語弊があるかもしれませんが、国

の政策がどうであれ、やはり留学生自身にか

かっているところが大きいと思います。それ

は ABK が求めることと逆になっているかも

知れません。ABK は日本の民間組織として

日本政府にいろいろしていただきたいと思う

はずですが、私は外国人ですので、日本政府

に何かしてもらえるとはまったく考えてなく

て、どちらかというと、自分はどうして日本

に来るのかということを考えます。日本はい

ろいろなところで非常に素晴らしいです。品

質の面で、例えばアニメの発信力においては

ジブリの宮崎監督のような人がいる。あるい

は日本の小説、山崎豊子の『大地の子』など、

日本の小説をいろいろ読んで、日本文化の素

晴らしさを留学生はよくわかっています。

　留学生のみなさんが、私も含めて本国の人

たちと話しをする時に、一般論として日本を

批判する、あるいは日本の経済の遅れ、中国

の勢いに圧倒されたという話をするだけでは

なく、別の面から日本を見て、日本の隅々に

ある日本の商品について話すことがありま

す。例えば台所に入ればわかりますが、日

本の台所用品は物凄くいい。一個一個洗練し

ていて使っても、使っても壊れない。私は中

国に帰る時によく持ち帰るものは何かという

と、100 円ショップで、お金がないから、あ

るいはずる賢く言うとお金を節約したいか
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ら何を買うかというと、100 円のあのキュウ

リの皮を剥くものを買うんです。それは 30

個、40 個買っても、4,000 円しかかかりませ

ん。そして 40 の家庭に配ります。皆さんが

大事に8年、10年経っても使っていますよと、

私は帰るたびに言われます。ああいった良質

のスティールを、鉄砲に使うのではなく、ミ

サイルに使うのではなくて、家庭の主婦の手

間を省く為に使う、とても素晴らしいことで

すね。その意味でも日本は正しい手本を示し

てくれています。100 円でこんな素晴らしい

ものが買えますから。そういったことをみん

な日本に来て感じて、自分たちの生活レベル

を上げる、豊かに生活できるようになる。

　もう一つの例を上げてみます。私の妹は中

国の揚州に新しいマンションを買って住んで

います。私が帰国する時はだいたい妹のとこ

ろに泊まりますが、そこでいつも私は夜、雨

が降っているのかなと思うんです。でも実は

降っていませんでした。そのマンションでは

上層階の下水を流す管が壁の中を通っていま

すから、常に壁の中を水が流れているんで

すね。いつも大雨かなと思っていたら上にた

くさん階がありますから、そこか

ら下水が落ちてくる音だったんで

す。立派な新しいマンションに住

んでいながらいつもそんな心配を

して、外に行く時には傘を持って

行かないといけないかなと考えて

しまう。そういった母国との違い

を日本から勉強する。だから留学

生自身が日本との違いをいろいろ

な目で見て感じて、自分たちの質

を高める。それぞれが一歩、一歩、小さいと

ころから勉強していくこと。そのような考え

方が広がるともっと多くの人が日本に留学に

来るのではないかと思っています。以上です。

李：　一言、と言われると難しいですね。例

えば、人を 10 人呼んで一緒に飯を食うとい

うのがあります。そういうことをする人は、

多くないでしょう。しかし、友達を自分の家

に呼んで一緒に飯を食う。そういうことをす

ることは、そんなに難しくはないでしょう。

　今、日本の人口で 65 歳以上の人が相当多

いですね。65 歳は必ずしも老人ではないわ

けで、日本語を教えられる方もたくさんいる

と思うんです。外国人留学生に日本語を教え

る。そして、彼らをたまにはピクニックに連

れて行く。時には、うちに遊びに来ないかと

いうことで、ラブコールをかける。

　私が韓国を離れたのは 1965 年です。当時

の韓国は、ものすごく貧しい時代でした。今

の韓国は豊かになってきました。韓国だけ

じゃなくて、アジアの台湾、香港、タイ、イ

ンドネシア、マレーシアもとても豊かになっ
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てきました。ベトナムも、今は相当豊かになっ

てきたのではないでしょうか。

　私たちの世代が考え、体験したあの時代と、

今は相当の差があるということです。日本に

来る留学生も、「贅沢な暮らし」をしている

のかもしれません。どういう風に我々がアプ

ローチしていいのか、です。

　しかし、できるだけ自分の家に呼んで一緒

にご飯を食べる、あるいは留学生の学校に

65 歳以上のみなさんも講師として行って教

えるということです。

　または、日本を離れて、アジアの国を旅す

ることはどうでしょうか。国が、今はどうなっ

ているのか。それをやはり知る必要があると

思います。その上で、日本に来る留学生にど

う接して行くのか。彼らに対して我々は何が

できるのか。そういうことを考える。そして、

何かできないだろうかということを模索する

以外にないのではないだろうか、と思います。

　政府のやることに、私たちはあまり期待す

ることはないと思います。政府の仕事は、そ

れなりに物凄く大事なことであり、それはそ

れで良いと思います。私は、われわれは、何

が出来るのか、ということを探したりしてみ

たいと思っています。

ヘン：　私の望み、あるいは希望、お願いと

言った方がいいですかね。日本の社会、日本

のみなさん、しいては日本政府、あるいは留

学生と関係している様々な団体に対して、私

は留学生一人一人を独立した人格を持ってい

る人間として認識して、決して彼らが政治的

取引の道具にならないようにお願いしたいと

いうのが一つ。

　二つ目は、大学あるいはいろいろな留学生

と係わりを持っている関係先に、外国人学生

と日本人学生の区別をなるべくしないようお

願いしたい。それから、国費留学生と私費留

学生の区別をあまりきつくしないで下さいと

いうことです。以上です。

スポン：　日本留学の話題はもちろんなので

すが、先ほどの話の続きである私たちがこれ

から何をやりたいかということを少し説明さ

せてください。まず第１に来年度から国際プ

ログラムを始めます。これはアセアン、また

隣国の CLMV；カンボジア、ラオス、ミャ

ンマー、ベトナムの方々が日本のものづくり

スタイルを勉強できるように、英語で教育し

ます。これに関連して日本の大学の先生との

交流活動も同時にやっていきます。

　第 2 は学生の募集ですね。資質の高い人を

募集したいので、少し奨学金制度を改善した

いと思っています。第 3 は、語学です。これ

はコミュニケーション上、大事なことですか

らより有効に改善して行きたい。第 4 は、産

業界との協力です。タイ日産業人材の育成と

いう部分においてイニシアチブを発揮したい

と思います。

　第 5 は、教員の質の向上です。日本留学

に関係しますが、学内の教員養成手段とし

て、日本の大学院の博士課程、修士課程に

進学させ、日本のものづくり、本物のもの

づくりをさらに深く勉強してもらいたいと

思っています。

　第 6 は、今後は、日本の大学と協力して協
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同研究、開発などの取組みと産業サービスの

活動を行いたいと思っています。

　第 7 は、最初に話したタイの人材育成の

システムで大きな問題が残っている部分に

ついて、大学卒業者の数は増えましたが、

理科系と文科系の割合は３：７です。この

割合だとタイの産業発展はうまくいかない

と思っています。また大学を卒業しても就

職できない学生もいます。最近、タイ政府

もこの “人づくりは国造り”ということを

理 解 し て、STEM； Science、Technology、

Engineering、Mathematics（科学、技術、工学、

数学）の教育は難しく勉強は大変ですが、中

学・高等学校でもっと力を入れて、この分野

を専攻する学生が増えるような方針を立てて

います。そして今の理系３、文系７という割

合をこの 10 年以内に５：５まで持って行き

たい。またはさらに６：４、７：３という程

度になれば、なんとか国の発展の力になるの

ではないかと考えます。

　我々は小さな大学ですから、もっともっと

改善しなければならないと思いますが、今で

もタイの一つの理工系特殊専門大学のモデル

のようになっています。最近国会議員や、高

等教育機関、又は他の私立大学などがよく見

学に来ています。ですから、今後いろんな協

力事業が出てくるのではないかと思っていま

す。そういうことで、さらに、日本の大学に

は今後も協力事業でお願いすることがたくさ

んあります。ぜひよろしくお願いいたします。

岡部：　私は特にありませんが、日本にまだ

魅力があるということがわかってきたという

ことだけが、今日の最大の成果だと思います。

そして、せっかく日本に来ていただいた外国

人の方が嫌な気分で帰られないように、外国

人ハラスメントを無くしたいという方向で

我々日本側は努力するべきではないかという

のを結論にさせていただきたいと思います。

　

＜質疑応答＞

（質問者）日本ではバブルがはじけて、経済

はこの 20 年間全く成長しないという中で生

まれ、学生生活をしてきている人たちがだん

だんとこれから社会人になっていきます。こ

の人たちはなぜ海外に行かなきゃならないの

か、なぜ英語もタイ語も話せないのに海外に

行くのかと、リスクをとらなくなってしまっ

ているんですね。彼らは社会に出てもやはり

リスクをとらないわけで、これは非常にいか

がなものかと思っているのですが、先生方は

どのような見方をされているのでしょうか。

符：　時間の関係でそれぞれの先生にお話を

伺うと長くなりますので、私の方でお答えい

ただく先生をお願いしたいと思います。曹先

生は今中国などに日本の学生たちを受入れた

いというお気持ちが強くあり、そういった事

業を一生懸命おやりになっていらっしゃいま

すので、この質問にはぜひ曹先生にお答えい

ただきたいと思います。

曹：　今の日本の学生の事情は決して日本だ

けではなくて、中国でも同じです。やはり留

学してどういうメリットが出てくるか、とい
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うことが問題になっているのではないかと思

います。特に中国では国内マーケットがどん

どん重要になって、学者になるのなら別です

けれど、一般就職のためには海外留学をして

も、じゃあメリットがあるのかというと大変

疑問が出てきます。日本の場合も同じです。

我々がこういった奨学金のスキームを作った

時も相当期待はしていました。しかし特に日

本の場合は、海外留学して国に帰ったら就職

が問題になります。これは他の国でも同じで

すが、日本ほど難しくないわけです。早稲田、

東大に行った方が就職しやすいわけです。そ

ういった点で、よほど海外に興味がある人以

外、留学というのは難しくなると思います。

昔、我々の時代だったら海外に行くとなると

家族、親戚が、また会社ごと空港に行って「万

歳！万歳！」と言っていたわけですが、その

頃とは違います。そういう意味で、そう簡単

に解決できる問題ではないと思います。

　まあそうは言いますが、我々のプログラム

に入ってくる日本の学生にも相当立派な学生

がいます。それから大変国際的な視野を持っ

てやっている方も決して少なくありません。

符：　曹先生、ありがとうございまし

た。ヘン先生からも一言あるそうなの

で、どうぞ。

ヘン：　1950 年、1960 年代、日本に

一冊のベストセラーが出ました。小田

実の『何でもみてやろう』という本で

す。私は誰かにその続きを書いて欲し

い。『続・何でも見てやろう』という

本を今書いてください。これは一つの

提案です。

布施：　それでは予定の 4 時半を過ぎまし

たので、これでアジア学生文化協会創立 60

周年記念シンポジウム「アジアの人材育成

と日本留学の課題」を終了させていただき

ます。ご静聴ありがとうございました。

　時間の制約で、パネラーの皆さまのお話

を十分伺うことができず少々残念ではあり

ますが、それでも心に刻まれた話がたくさ

んあったのではないかと思います。会場の

皆様にはぜひパネラーの皆さまの発言から

何かを汲みとっていただき、考える機会に

していただけたらと思っております。

　今後ともどうぞ私どもの財団のご支援をよ

ろしくお願い致します。

　最後になりましたが、シンポジウムの協賛

を頂きました公益財団法人東芝国際交流財団

様に改めて御礼申し上げます。

　ご来場のみなさまどうもありがとうござい

ました。もう一度パネラーの皆様に拍手をお

願いいたします。

 （終）
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小木曽 友
（公財）アジア学生文化協会 理事長

　アジア学生文化協会設立 60 周年記念に当

たりご挨拶申し上げます。

　まず、海外からこの記念式典のために遠路

はるばるご来日されましたご来賓の皆様、ま

た、文京区長成澤廣修様はじめ、これまで長

年にわたり ABK のために物心両面の厚いご

支援の手をさしのべて下さった内外の関係者

の皆様、本日は公益財団法人アジア学生文化

協会（ASCA、ABK）の 60 周年記念式典に

ご臨席を賜り真に有難うございました。

　当協会は 1957 年 9 月 17 日、穂積五一先生

によって設立されました。1959 年には海外

技術者研修協会（AOTS）が設立され、1960

年、AOTS とアジア学生文化協会とのコ

ラボレーションによって、アジア文化会館

（ABK）が建設され、日本の大学で勉強する

アジアの留学生と企業で技術を勉強する研

修生、そして日本人の学生と職員が共同生

（公財）アジア学生文化協会 創立 60 周年記念式典

主催者・来賓あいさつ
2017 年 9 月 15 日（金）  17:00 〜  文京シビックセンター スカイホール

公益財団法人アジア学生文化協会 創立 60 周年
記念式典・懇親会

 式次第
式　典 　17:00 〜 17:40
・開　会 　白石勝己 事務局長
・ご挨拶 　小木曽友 理事長挨拶
・事業報告 　佃吉一 常務理事　　　　　  
・御祝辞 　成澤廣修 文京区長
    桒山信也 海外産業人材育成協会（AOTS） 
 　理事長
 　スポン・チャュサハキット 泰日工業 
 　大学（TNI）理事長　　　　
懇親会　17:40 〜 19:00
・乾　杯 　　岡部洋一 前放送大学長・東京大学名 
 　　誉教授　　　   　   　 　　　
　－懇　談－（＊ ABK 日本語学校生 ビデオ作品上映）

・シンポジウム登壇者ご紹介　布施常務理事
・メッセージ  杉浦正健先生 元法務大臣（小木曽 
 　　理事長代読）  
・祝電紹介
・来賓の一言　川上剛さん（元 ABK 在館生。2000 年 
　　　　　　　　 〜 ILO バンコク、ジュネーブ本部勤務後、 

　　　　　　　　 現在インド駐在。）

 　　符祝慧さん（元 ABK 在館生、新星学 
　　　　　　 　　寮在寮。Singapore「聯合早報」東京特派

　　　　　　　　 員。）：新星学寮建替えについて
・中締め 　　ABK 学生フロア会長…張笑（中国、 

 　　 東京大学社会情報学府博士課程）、バドゥ 
　　　　　　　ナサン・ガンバドゥラハ（モンゴル、 

　　　　　　　　 東京大学工学部建築学科）

・閉　会　　　 白石勝己 事務局長
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活を営むミニ国際社会がこの日本に実現す

ることになったわけです。その後の ABK の

活動の歴史は皆様よくご存知の通りです。

　1982 年 AOTS が北千住に移った後、1983

年 ABK は留学生日本語コースを開設し、

大学や専門学校に進学するための留学生の

日本語教育に邁進し今日に至るまで優に

１万人を越える卒業生を生み出してきまし

た。一方、ABK と AOTS で勉強した留学生、

技術研修生たちは帰国後各地で同窓会活動

を展開し自己実現と社会

の向上のために献身的な

努力を積み重ねています。

その象徴的な成果として、

タイにおける TPA（泰日

経済技術振興協会）・TNI

（泰日工業大学）の設立が

挙げられると思います。

　ABK は、公益財団法人

アジア学生文化協会、学校

法人 ABK 学館の二つを両

輪とし、今後ますます数の

増大が予想される多様な目的の来日留学生の

日本語教育、生活・勉学・就職などの支援、

日本人との共同生活の場の質的充実、大学と

の教育交流の拡大、全体として少子高齢化の

進む日本社会が留学生にどう対応すればよい

のか、などの課題と取り組みながら、母国の

未来を担い、国際社会で活躍できる人材の育

成をはかり、ヒューマンネットワークの輪を

広げ、戦争のないアジアと世界平和の実現の

ために微力を尽くしたいと考えております。

　海外では、活発な活動を繰り広げているタ

イの TPA・TNI、ベトナムのドンズー日本

語学校、インドのタミールナド同窓会セン

ター、香港の百賢アジア研究院などとの連携

を深め、また世界各地・各界で活躍している

同窓生の皆様、国内では、ABK とは創立以

来の親密な関係にある AOTS、JTECS はじ

め留学生友好団体、大学・専門学校・日本語

学校などの教育界、留学生に就職やアルバイ

トの機会を提供していただく大小の企業、ま

たさまざまな施策によって留学生・研修生の

生活・勉学環境の改善に

努力をいただいている自

治体・官公庁など、長年

にわたりご支援・ご指導

をいただいている各界各

層の一層のご協力・ご鞭

撻を賜りながら、また次

の 50 年、100 年に向けて

の歩みを踏み出したいと

存じます。

　また、ABK の今後の最

大の課題は老朽化した建

物の建て替えです。2013 年に建物の一部は

ABK 学館の校舎として耐震化を果たしまし

た。残りの建物の建て替えも東京直下地震が

かなりの確率でやってくるといわれています

ので、なるべく早く実現しなければならない

のですが、大きな資金が必要です。そこで、

資金の目途がある程度付きやすい ABK 学

館の校舎を増築することを優先し、さらに、

ABK の原点であるアジア留学生と日本人学

生が同じ屋根の下で生活し人間を磨き合う共

同生活寮の建て替かえもぜひ地震がやってく
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る前に実現したいと願っています。そして、

その先駆けとして、ABK 誕生の母体となっ

た新星学寮の建て替えに着手しております。

これは新星学寮に住んだ元留学生の寮友たち

の間に、この伝統ある自治寮がこれからのア

ジアの中の日本にとってなくてはならないも

のであるとの声が澎湃として沸き起こり、3

年来の検討が続けられてきました。

　ABK が取り組むこうした課題は大きな困

難を伴うものですが、内外各界各層の知恵と

力をお借りして、ぜひとも実現したいと願っ

ています。ぜひ関係者の皆様の絶大なご支援

ご叱咤をお願い申し上げる次第です。

　最後に、この 60 年間、ABK が思う存分

活動する場を提供して下さいました文京区

に深甚なる謝意を表します。歴史と学術文

化の薫り高いこの文京区にあってこそ ABK

の今日がある、と確信いたします。今日、

お帰りの際にお持ちいただきますお土産

は、本郷に 380 年続く壺屋の壺最中を用意

させていただきました。この最中は、幕末

に江戸を無血開城に導き戦火から救った立

役者の一人である勝海舟が愛好したと言わ

れている名菓です。どうかご賞味くださる

ようお願い申上げます。

　これをもちまして私のご挨拶とさせてい

ただきます。ご静聴有難うございました。

成澤 廣修
東京都文京区長

　みなさんこんにちは。ご紹介いただきまし

た文京区長の成澤でございます。アジア学生

文化協会の創立 60 周年、まことにおめでと

うございます。小木曽理事長はじめとする

役員の皆様方のなみなみならぬご努力の結果

と、心より敬意を表する次第でございます。

また冒頭には理事長から過分なるお言葉を頂

戴いたしまして、心より感謝を申し上げたい

と存じます。

　またわたくし、壷屋と同じ町内会でござい

まして、壷屋の社長に成り代わって御礼申し

上げたいと思います。余談ですが、勝海舟が

通っていた頃の壷屋というのは今の本郷三丁

目のあたりではなくて、今ちょうど東洋大学

がある辺り、白山下辺りで、壷屋のお店があっ

た所は白山通りになっている辺りと言われて

います。あくまでも余談でございます。

　アジア学生文化協会の創立 50 周年の時に

は、今日シンポジウムをやっていただいた同

じ小ホールで文京区と共催でシンポジウムを

開催いただき、また 50 周年式典でも私は祝

辞を述べさせていただいております。佃常務

理事には私ども文京区の国際交流フェスタの

実行委員会のメンバーとして、そして今日、

荒井理事長ほか多くの理事のみなさんもお見

えのようですけれど、布施常務理事には同じ

く区内にあります日中友好会館の理事、私は

評議員として、日頃からも大変お世話になっ

ている関係でございます。

　10 年前の 50 周年の時には実は文京区の

人口の中にはいわゆる外国人人口というの

は入っておりませんでした。外国人登録制

度だったからです。で、この 10 年の間に

住民基本台帳法の改正があって、文京区の

住民基本台帳の中に外国人人口が含まれる
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ことになりました。つまりアジア文化会館

に住んでいる、そして新星学寮に住んでい

る、富士前の女子寮に住んでいる、この３

つの寮に住んでいる留学生たちは、今は文

京区民であります。つまり、先ほど理事長

におっしゃっていただいたように、私たち

は同じ文京区民として、これらの留学生の

みなさんたちが、この地で安全に、安心し

て、健やかに勉学に励んでいただけるよう

に、お支えをする役目を自治体は担ってお

ります。

　これからも ABK のみな

さんたちに様々なお願い

をすることもあるしお願

いをされることもあるか

もしれませんが、お互い

の協力関係の中で円滑な

運営に少しでも協力をし

ていきたいなあと思って

おります。

　今日このシビックセン

ターに入る時に気付かれ

た方もいるかもしれませ

んが、私どもの自治体の庁舎には日の丸と

文京区の区旗の他に国連旗が掛かっており

ます。今、日本の自治体は 1,741 ありますが、

このうち国連旗がかかっているのは、この

文京区の建物だけでございます。なぜかと

いうと、この建物の一階には女性のエンパ

ワーメントと男女共同参画に関する国連機

関であります ULWomen の日本事務所が

入っているからです。

　多くの大学がこの地にあるのもみなさん

ご存知の通りです。今や都心回帰で 19 にま

で区内には大学が増えました。それだけに

多くの海外からの留学生のみなさんたちも

受入れています。東京大学ではかつての目

白台の東大分院跡地に 850 室を超える規模

の一大学生寮を造る計画があるとも聞いて

おります。

　これからも多くの留学生にとって学びの

地であると同時に、住んでいる、居住の地

としても私どもは役割を果たして参りたい

と存じます。ABK が現地建替えをしていた

だけるということで、大

変ありがたいなと思いま

す。実は文京区はいろい

ろな県の学生寮も数多く

あります。「あります」と

いうか、「ありました」に

だんだんなろうとしてい

ます。いくつかの学生寮

は区内の同じ場所で建替

えをしていただいていま

すが、文京区にあった土

地を売って埼玉に行くと、

売ったお金で新しい土地が買えて、建築費

まで出てお釣りが来るそうです。そうやっ

てどんどん今学生寮が外に出ていってし

まっています。あ、それを勧めているので

はありませんよ（笑）。ぜひ現地建替えをし

ていただいて、これからも末長くお付合い

をいただければと思います。

　60 周年心よりお喜び申し上げて、ご挨拶

とさせていただきます。おめでとうござい

ます。
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どん輸出や投資をしていくということにな

るわけですが、当時の日本の産業界、特に

日本機械連合会が、現地の担い手の人材育

成を我々もやっていかなければいけない、

そして技術協力を伴うような輸出振興でな

ければならないということを提言しました。

そして当時の通商産業省（現経済産業省）も、

政策としてそういう産業界を支援すること

を打ち出しました。

　それでご承知のように、穂積五一先生が

留学生会館を作ろうとい

う話がありました。留学

生会館を作るのは当時も

大変なことですので、こ

れには産業界の人材育成

のニーズも取り込んで、

国の政策とも合わせ、一

緒にやっていくのがいい

のではないかという話に

なり、そうした会館の建

設の提言が行われると同

時 に AOTS が 設 立 さ れ

ています。そうして新しい会館、アジア文

化会館が完成すると同時に AOTS はそこに

事務局を置くことになります。穂積五一先

生が AOTS 並びにアジア学生文化協会の理

事長となられ一心同体で事務局を運営しな

がら、会館のかなりの部分を AOTS が技術

研修生の為に使うことになりました。研修

生はアジア、アフリカ、ラテンアメリカ等

の現地の日系企業から学びに来る人たちで、

留学生と同じ建物に同居するという、たい

へん有機的な会館ができたということであ

桒山 信也
（一財）海外産業人材育成協会 理事長

　この度はアジア学生文化協会（ABK）の

創立 60 周年、大変おめでとうございます。

小木曽理事長以下職員の皆さん、更にはこ

こにご出席の OB の方々を含めた関係者の

方々のご努力の賜物だと思いますので、心

からお祝いを申し上げたいと思います。

　AOTS（現海外産業人材育成協会、旧海

外技術者研修協会）とア

ジア文化会館との関係は

切っても切れない関係で

あることは小木曽理事長

のお話にも出ております

が、若干ご説明させていた

だきます。私自身は去年理

事長になったばかりの新

参者ですので、昔からの関

係者がたくさんご出席さ

れている中でこういうお

話をするのは恐縮ですが。

　1954 年という私が生まれた年なのですが、

丁度その頃に国費留学の招聘が始まりアジ

アからの学生が集まり、日本とアジアと共

に発展していこうという機運が生まれ、そし

て徐々に増えてきた留学生の宿舎の問題が

出てきて、ABK の構想が出てきたと聞いて

います。それとほぼ時を同じくして、２歳

AOTS のほうが年が若いのですが、双子の

兄弟の弟と言ってもいいぐらいほぼ同じ時期

に、AOTS の構想が起こってきています。

　つまり、これから日本企業が海外にどん
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ります。

　輸出振興というと商売色が強いような感

じがするのですが、穂積五一先生が両方の

団体の理事長でありましたから、経済とか

技術とか経営管理とかを学びながらも、や

はり底流にある精神は「共に生きる」、「共

に発展する」、すなわち「日本だけに都合の

いいことをやっていくんじゃないんだ、ア

ジアの為に、みんなの為にやっていくんだ、

それが日本のためになるんだ」という穂積

精神が底流にあって、職員のみなさんもそ

れを一生懸命心に刻んで、実践していこう

ということで始まったと理解しています。

それが AOTS の初期の頃であり、アジア学

生文化協会ともども同じ精神で設立・運営

されたということです。

　それから 1982 年になりますと、会館のキャ

パシティ等の問題もありまして、AOTS は

北千住に新しい会館を作り移転しました。し

かし、引き続き穂積精神のもとで活動する兄

弟団体として、日本語教育をはじめ、いろい

ろな関係で協力をさせていただいています。

　先ほどのタイのスポンさんがお話しをさ

れていましたが、ある意味では彼は ABK

と AOTS を体現したような人です。スポン

さんは、東京大学大学院の時にアジア文化

会館の在館生であり、また、卒業後の 1968

年に AOTS の研修生として日本の企業で技

術研修を受けられ、その後、1984 年には再

来日して管理研修にも参加されておられま

す。そして泰日経済技術振興協会（TPA）

（日・タイ経済協力協会（JTECS）が日本側

の窓口になっています）、また先月設立 10

周年記念のイベントを行った泰日工業大学

（TNI）の創立と推進の立役者になられまし

たが、彼は ABK と AOTS 二つの団体の誇

るべき方であると思っております。

　AOTS と い う 略 称 で す が、 ５ 年 前 に

AOTS と JODC（海外貿易開発協会）とい

う二つの団体が合併し、HIDA という略称

になりました。それで 5 年経過しましたが、

その前の 50 数年間の AOTS の歴史、スポ

ンさんたちをはじめとする元研修生たちの

影響力が非常に大きく、世界中に散らばっ

ておりますから、せっかくある AOTS の

ネームバリューをもう一度使おうというこ

とになりました。正確な英語訳にすると無

理がありますが、みんなで知恵を絞りまし

て、もう一度 AOTS という略称になるよう

にいたしました。改めまして新生 AOTS と

いうことで、これからよろしくお願いした

いと思います。

　ただ、今は非常に課題もありまして、日本

の有名企業も昔のままではありません。どん

どん変わっていかないと生きていけないとい

う時代になってきているわけです。我々も従

来型の経営管理の研修はまだまだ必要ですけ

れども、それに加えて IT などの新しい技術

や新しい経営管理の手法などを加えながら進

化し、研修生と共に学ぶ姿勢でやっていかな

いと、これからの 50 年、60 年は生きていけ

ないのではないかと思っております。引き続

き ABK さんとも手を携えながら、この先の

100 周年に向けてがんばっていきたいと思い

ますので、ぜひご指導いただきたいと思いま

す。ありがとうございました。
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　私が ABK へ本格的に入館したのは学部

を卒業して大学院に進学する時点でした。

1966 年から 1968 年までの 2 年間だけでし

たが、この２年間に、私は幸い穂積先生の

話を聞く機会がたくさんあり、先生の理想、

考え方を大いに勉強しました。しかし、当

時は学生でもあり、あまり深くは理解でき

なかった点もありましたが、先生が話され

ていることやなさっていることに多くの感

銘を受けました。そして、この２年間にそ

こで学んだことは、私の

人生に大きな影響を与え

ることになりました。

　卒業して帰国してから

は、タイ日の合弁会社、

テイジンポリエステルに

勤めました。この会社は

タイで初めての合成繊維

の製造会社なので、会社

も私たちもがんばって軌

道に乗せ、更に東南アジ

アで一番大きな合成繊維

メーカーに成長させました。私自身も会社

の取締役になりました。

　一方、私は様々な社会活動もやりました。

特に元日本留学生の仲間や研修生の仲間た

ちとタイと日本の関係の活動をがんばって

よくやりました。特に、ABK 関係者の皆

様もご存じの ABK-AOTS 同窓会の設立、

TPA（泰日経済技術振興協会）の設立、

さらに TNI（泰日工業大学）の設立など

です。

　この 50 年間、そうした活動をがんばっ

スポン・チャユツァハキット
（Supong Chayutsahakij）
泰日工業大学 理事長

　みなさんこんにちは。ただいまご紹介い

ただきました泰日工業大学（TNI）理事長

のスポンです。最初に小木曽理事長はじめ、

アジア学生文化協会の職員、関係者の皆様

に心より創立 60 周年のお祝いを申し上げ

ます。

　私は、昭和 36 年（1961

年）に日本政府の文部省奨

学生として来日しました。

最初に千葉大学の留学生

課程で日本語と教養課程

の勉強をしてから、東京大

学工学部の電気工学科に編

入しました。

　最初の二年半は千葉大

の留学生会館に、そして東

大に入ってから次の二年

半は駒場の留学生会館に

入って通学していました。その間に時々ア

ジア文化会館（ABK）には遊びに行きまし

た。ABK はよその留学生会館と比較する

とユニークな雰囲気がありました。うまく

説明しにくいのですが、温かくてたくさん

の友人が作りやすいところでした。

　また時々穂積先生のことも聞きました。

当時先生が関わっていた留学生の問題や事

件についての話を聞いて、先生は留学生た

めに父親のような立場で、いつもよく面倒

を見てくださってる人だと思ってました。
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て継続してきましたが、考えてみると、こ

うした活動の原点はやはり ABK なんです

ね。私は帰国後、何十回も日本に来ていま

すが、時間の都合がつけば必ず ABK を訪

問しています。ABK は私のセカンドホー

ムですから。このような ABK への思いや

我々の気持ちを語ったらいくら時間があっ

ても足りません。簡単ですがこのあたりで

終わらせていただきます。

　ABK がこれまで同様アジア各国の人々

の交流の中心となり、我々の第二の故郷と

してあり続けることを確信し、また、新た

な時代を切り開く新生 ABK としてますま

すご発展されることを祈念して、私の挨拶

とさせていただきます。本日はおめでとう

ございました。

　 み な さ ん こ ん ば ん は。 こ の 4 月 か ら

ABK フロア生（＊）の会長を務めていま

す中国の張笑です。私は今東京大学学際情

報学府博士課程在学中です。アジア学生文

化協会創立 60 周年おめでとうございます。

この特別な時期に ABK にいられ、大変幸

運に思っています。今日先生方の講演を聞

いてとても感動し大変勉強させていただき

ました。先生たちは今でもアジア各国で留

学生のために、世界のために、いろいろ考

え、貢献し、０から１まで奇跡を作り続け

ています。でも私たち若い留学生も自分が

どうすればいいか考えないといけないと思

います。

　今の ABK には昔と変わらずにアジア各

国からの留学生が共に暮らしています。フ

ロア生は毎月花金会で料理を楽しみなが

ら、コミュニケーションをとっています。

春には新入生歓迎会、夏にはカラオケ大会、

卓球大会、秋には秋祭り、冬には焼き肉忘

年会など、１年を通して楽しい思い出を

ABK 学生フロア会長あいさつ

張 笑（ZHANG XIAO） 〜中国

東京大学大学院学際情報学府社会情報学専攻（博士課程）

いっぱい作って

います。

　もちろん時代

も変わっていて、

留学生の生活もと

ても忙しく充実したも

のになっています。またネットが急速に発

展し、みなさんはとても忙しいですけど、

前よりももっと多くの可能性も生まれてい

ます。

　今日先生たちのお話を聞いて、先生たち

の時代のストーリーに感動し、それらの精

神と志に大きく励まされました。先輩たち

が奮闘して作った ABK、そしてこの世界

は、私たち若い人が守るべきだし、新しい

奇跡を生み出せればと思っています。ABK

はいつまでもアジア各国の留学生の家、そ

してアジア各国の友好の場です。ABK の

これからの繁栄をみなさんと力を合わせて

作って行きましょう。どうもありがとうご

ざいました。
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　みなさんこんばんは。私はガンバと申しま

す。今は ABK の学生フロアの会長をしてい

ます。本日は ABK 在館生の大先輩の皆様は

じめ大勢の皆様にご参加いただき、また今ま

で ABK を支えてくださった方々の話を聞け

て大変嬉しく思っています。

　アジアは世界で一番人口の多い地域であ

り、またアジアの多くの国々は発展途上国と

されています。私もその発展途上国の一つで

あるモンゴルから参りました。私は、今は留

学生ですが、自国の発展のサクセスやセール

スの方法をいろいろ考えております。

　前にこんな話を聞いたことがあります。

「ある人に魚をあげればその人は１日食べる

ことが出来ます。ある人に魚の釣り方を教

えてあげればその人は一生食べることが出

来ます。」。

　先進国の発展途上国に対する支援や援助な

どは、この例えで言うと、「魚をあげる」こ

とに相当すると思います。そして先進国が発

展途上国に最上級の教育を与えると言うこと

はどういうことかというと、この例えの「人

に魚の釣り方を教える」ことと同じだと思っ

ております。

　ですから最上級の教育を受けた留学生人

材というのは、発展途上国の発展に一番大

きな影響を与える人たちになれると思いま

す。そのような教育を受けられる国はアジ

＊ ABK フロア学生…大学生の特別枠として募集され、審査委員（学生と職員で構成）の面接により選考
され入寮する寮生で、ABK フロア規約に則り自治的共同生活の場としてフロアの運営を行い、ABK 在館
生全体の活性化 ( 相互理解、交流等 ) に努めている。

ガンバダラーク・バツナサン（GANBADRAKH BATNASAN）〜モンゴル

東京大学工学部建築学科 3 年

アには数少なくて、

その一つは間違

い な く 日 本 な

ん で す。 そ し

て そ う い う 日

本と自分の国を

発展させたいと思

う気持ち、志を持って

いる留学生たちを支えてくれる、その架け

橋となる場が ABK だと私は思っておりま

す。そして、ABK は今年 60 年周年を迎え

ました。普通の組織だったら 50 年生き続け

ることも稀なことだとみなさんご存知だと

思います。ABK が 60 年生き続けたと言う

ことは、ここにいらっしゃる皆様方と、こ

こにいない ABK の歴史に携わった何万人

の方々のおかげだと私は思っております。

そしてこれから先 ABK が何十年生き続け

ることが出来るかどうかを決めるのは、こ

こにいる私たちをはじめとした ABK に関

係する学生たち、そして ABK を支える人

たちの役割といいますか、任務だと思って

います。

　今日に至るまで、何万人もの留学生の明

るい道を導いた ABK は、これからももっ

と明るく輝いていって欲しいと私は思って

います。最後に、創立 60 周年おめでとうご

ざいます。
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　※ 奨学金情報は Japan Study Support のホームページよりご覧いただけます（http://www.jpss.jp/ja/）

■ 岩
いわたにこくさいりゅうがくせいしょうがくじょせい

谷国際留学生奨学助成

●対
たいしょう

象：応
お う ぼ し ゃ

募者は、学
がくぎょうせいせき

業成績が優
ゆうしゅう

秀であって、

留
りゅうがくせいかつじょうけいざいてきえんじょ

学生活上経済的援助を必
ひつよう

要とし、次
つぎ

の全
すべ

て

の条
じょうけん

件に該
がいとう

当する者
もの

。①日
に ほ ん い が い

本以外の国
こくせき

籍を有
ゆう

し、東
ひがし

アジア・東
とうなん

南アジアの国
くに

・地
ち い き

域（詳
しょうさい

細

は「その他
た

（１）」を参
さんしょう

照）から修
しゅうがく

学または研
けんきゅう

究

のために来
らいにち

日している私
しひりゅうがくせい

費留学生　②大
だいがくいん

学院の

修
しゅうしかてい

士課程および博
は く し か て い

士課程の在
ざいせきしゃ

籍者、または入
にゅうがく

学

決
けっていしゃなら

定者並びに博
は く し か て い

士課程３年
ねんしゅうりょうしゃ

終了者で博
は く し

士学
が く い

位取
しゅ

得
とく

のための継
けいぞくざいせきしゃ

続在籍者　③自
し ぜ ん か が く け い

然科学系および関
かん

連
れん

する学
が く さ い ぶ ん や

際分野（詳
しょうさい

細は「その他
た

（２）」を参
さん

照
しょう

）を専
せんこう

攻している者
もの

　④平
へいせい

成 30 年
ねん

4 月
がつ

1
ついたち

日

時
じ て ん

点の年
ねんれい

齢が修
しゅうしかてい

士課程は満
まん

30 歳
さ い み ま ん

未満、博
は く し

士課
か

程
てい

は満
まん

35 歳
さ い み ま ん

未満の者
もの

　⑤平
へいせい

成 30 年
ねん

4 月
が つ い こ う

以降、

他
ほか

からの奨
しょうがくきん

学金を受
う

けない者
もの

　⑥年
ねん

５回
かいかいさい

開催す

る奨
しょうがくせいれいかい

学生例会（うち１
いっかい

回は２
に は く み っ か

泊３日の研
けんしゅうりょこう

修旅行）

に参
さ ん か

加できる者
もの

　⑦奨
しょうがくきんしきゅうしゅうりょうご

学金支給終了後も当
とうざいだん

財団

と通
つうしんとう

信等を継
けいぞく

続する意
い し

志のある者
もの

　⑧国
こくさいこうりゅう

際交 流

と親
しんぜん

善に貢
こうけん

献しうる者
もの

　⑨日
に ほ ん ご

本語で日
にちじょう

常の会
か い わ

話

ができる者
もの

●その他：（１）応
お う ぼ し か く

募資格に該
がいとう

当する東
ひがし

アジア・

東
とうなん

南アジアの国
くに

・地
ち い き

域は、以
い か

下の通
とお

り。

（国
くに

・地
ち い き め い

域名は略
りゃくしょう

称）

①東
ひがし

アジア：中
ちゅうごく

国、韓
かんこく

国、モンゴル、台
たいわん

湾

②東
とうなん

南アジア：カンボジア、インドネシア、ラ

オス、マレーシア、ミャンマー、

フィリピン、シンガポール、タイ、ベトナム

（２）応
お う ぼ し か く

募資格に該
がいとう

当する自
し ぜ ん か が く け い

然科学系および関
かんれん

連

する学
がくさいぶんや

際分野は、以
い か

下の範
は ん い

囲とする。

①工
こうがく

学、理
り が く

学および農
のうがく

学の全
ぜんぱん

般

②医
い が く ぶ

学部の一
い ち ぶ

部（分
ぶんしびょうたいがく

子病態学、公
こうしゅうえいせいがく

衆衛生学のみ）

③薬
や く が く ぶ

学部の一
い ち ぶ

部（分
ぶ ん し び せ い ぶ つ が く

子微生物学のみ）

●支
しきゅうきかん

給期間：原
げんそく

則として１年
ねんかん

間

●給
きゅうふきんがく

付金額：月
げつがく

額 15 万
まんえん

円（別
べ っ と

途、例
れいかいしゅっせき

会出席お

よび学
がっかいはっぴょう

会発表のための旅
り ょ ひ

費などを補
ほ じ ょ

助。）

●募
ぼしゅうにんずう

集人数：１５名
めい

●応
おうぼほうほう

募方法：実
じっしだんたい

施団体に直
ちょくせつもうしこ

接申込む

●募集締切：１２月
がつ

２
は つ か

０日（
すいようび

水）（当
とうじつけしいんゆうこう

日消印有効）

●実
じっしだんたい

施団体・問
といあわ

合せ先
さき

：

公
こうえきざいだんほうじん

益財団法人 岩
いわたになおじきねんざいだん

谷直治記念財団

〒 104-0028 東
と う き ょ う と ち ゅ う お う く や え す

京都中央区八重洲 2-4-11 八
や

重
え

洲
す

ｈ＋ビル３階
かい

Tel 03-6225-2400

Fax03-3231-7070

E-mail  haga@iwatani.co.jp（担
たんとう

当：芳
は が み の る

賀実）

URL  http://www.iwatani-foundation.or.jp/
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■ 一
いっぱんざいだんほうじん

般財団法人 共
きょうりつこくさいこうりゅうしょうがくざいだんしょうがくきん

立国際交流奨学財団奨学金

●対
たいしょう

象：①アジア諸
しょこく

国の国
こくせき

籍を持
も

つ私
しひりゅうがくせい

費留学生

（該
がいとうこく

当国）大
だいかんみんこく

韓民国、中
ちゅうかじんみんきょうわこく

華人民共和国、台
たいわん

湾、香
ほん

港
こん

、モンゴル、ベトナム、ラオス、カンボジア、

タイ、ミャンマー、マレーシア、シンガポール、

インドネシア、フィリピン、インド、スリランカ、

パキスタン、バングラデシュ、ネパール、ブー

タン、東ティモール、ブルネイ、モルディブ

②主
しゅさいしゃ

催者の指
し て い

定する対
たいしょうこう

象校（専
せんもんがっこう

門学校、短
たんだい

大、

大
だいがくがくぶ

学学部、修
しゅうし

士、博
は か せ

士）に在
ざいせき

籍する留
りゅうがくせい

学生

※ 対
たいしょうこう

象校は財
ざいだん

団ホームページ（URL）を参
さんしょう

照

●応
おうぼほうほう

募方法：対
たいしょうこう

象校である学
がっこう

校を通
とお

して応
お う ぼ

募す

る（学
がっこうすいせん

校推薦。個
こ じ ん お う ぼ

人応募は不
ふ か

可）

●支
しきゅうきかん

給期間：2 年
ねんかん

間

●給
きゅうふきんがく

付金額：月
げつがく

額 10 万
まんえん

円

●募
ぼしゅうにんずう

集人数：１５名
めい

●募
ぼ し ゅ う き か ん

集期間：2018 年 11 月 6 日（月）〜 1

月 31 日（水）（当
とうじつけしいんゆうこう

日消印有効）

●主
しゅさいしゃ

催者：一
いっぱんざいだんほうじん

般財団法人 共
きょうりつこくさいこうりゅうしょうがくざいだん

立国際交流奨学財団

〒 101-0021 東
と う き ょ う と ち よ だ く そ と か ん だ

京都千代田区外神田 2-18-8

（株
かぶしきがいしゃきょうりつ

式会社共立メンテナンス内
ない

）

Tel 03-5295-0205  Fax 03-5295-0206

URL  https://www.kif-org.com

■ 株
かぶしきがいしゃ

式会社 共
きょうりつ

立メンテナンス奨
しょうがくききんしょうがくきん

学基金奨学金

●対
たいしょう

象：①アジア諸
しょこく

国の国
こくせき

籍を持
も

つ私
しひりゅうがくせい

費留学生

該
がいとうこく

当国は上
じょうき

記「共
きょうりつこくさいこうりゅうしょうがくざいだんしょうがくきん

立国際交流奨学財団奨学金」

と同
おな

じ　②主
しゅさいしゃ

催者の指
し て い

定する対
たいしょうこう

象校（大
だいがく

学・

大
だいがくいん

学院、専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

、日
に ほ ん ご が っ こ う

本語学校）に在
ざいせき

籍する

留
りゅうがくせい

学 生

※ 対
たいしょうこう

象校は主
しゅさいしゃ

催者ホームページ（URL）を参
さんしょう

照

●応
おうぼほうほう

募方法：対
たいしょうこう

象校である学
がっこう

校を通
とお

して応
お う ぼ

募す

る（学
がっこうすいせん

校推薦。個
こ じ ん お う ぼ

人応募は不
ふ か

可）

●支
しきゅうきかん

給期間：1 年
ねんかん

間

●給
きゅうふきんがく

付金額：月
げつがく

額６万
まんえん

円

●募
ぼしゅうにんずう

集人数：35 名
めい

●募
ぼ し ゅ う き か ん

集期間：2017 年 11 月 6 日（月）〜 1

月 31 日（水）（当
とうじつけしいんゆうこう

日消印有効）

●主
しゅさいしゃ

催者：一
いっぱんざいだんほうじん

般財団法人 共
きょうりつこくさいこうりゅうしょうがくざいだん

立国際交流奨学財団

〒 101-0021 東
と う き ょ う と ち よ だ く そ と か ん だ

京都千代田区外神田 2-18-8

（株
か ぶ し き が い し ゃ

式会社共立メンテナンス内
ない

）

Tel 03-5295-0205  Fax 03-5295-0206

URL  https://www.kif-org.com

留
りゅうがくせいしゅくしゃ

学生宿舎情
じょうほう

報

■ 横
よこはましこくさいがくせいかいかん

浜市国際学生会館 2018 年
ねんどにゅうきょしゃぼしゅう

度入居者募集

●申
し ん せ い し か く

請資格：①留
りゅうがくせい

学生…横
よ こ は ま し な い

浜市内の大
だいがく

学・

短
た ん き だ い が く

期大学の学
が く ぶ

部、大
だいがくいん

学院の修
しゅうし

士・博
は く し か て い

士課程、

専
せんしゅうがっこう

修学校の専
せ ん も ん か て い

門課程のいずれかに在
ざいせき

籍し、

「留
りゅうがく

学」の在
ざいりゅうしかく

留資格を有
ゆう

する人
ひと

。家
か ぞ く

族の範
は ん い

囲は、

「家
か ぞ く た い ざ い

族滞在」または「留
りゅうがく

学」の在
ざいりゅうしかく

留資格を有
ゆう

す

る配
はいぐうしゃ

偶者と子
こ

ども。

② RA…横
よこはましない

浜市内の大
だいがく

学・短
たんきだいがく

期大学の学
が く ぶ

部、大
だい

学
がく

院
いん

の修
しゅうし

士・博
は く し か て い

士課程、専
せんしゅうがっこう

修学校の専
せんもんかてい

門課程の

いずれかに在
ざいせき

籍する日
にほんじんまた

本人又は永
えいじゅうしゃしかく

住者資格を有
ゆう

する学
がくせい

生（2018 年 4 月入
にゅうがくみこみしゃ

学見込者を含
ふく

む）。
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■ 東
とうきょうとおおたきねんかん

京都太田記念館 入
にゅうかんしゃぼしゅう

館者募集

●応
お う ぼ し か く

募資格：（１）一
いっぱんぼしゅう

般募集…①北
ぺ き ん

京、バンコク、

デリー（準
じゅんしゅう

州）、ハノイ、ジャカルタ、クアラ・

ルンプール、マニラ（首
し ゅ と け ん

都圏）、シンガポール、

ソウル、台
たいぺい

北、ヤンゴン出
しゅっしんしゃ

身者　②大
だいがく

学の学
が く ぶ

部

生
せい

、大
だいがくいん

学院の修
しゅうし

士・博
は く し か て い

士課程の正
せ い き せ い

規生（研
けんきゅうせい

究生

や聴
ちょうこうせい

講生は不
ふ か

可）、単
たんしんせいかつしゃ

身生活者（夫
ふ う ふ

婦・家
か ぞ く よ う

族用

の部
へ や

屋は無
な

し）　③過
か こ

去に太
お お た き ね ん か ん

田記念館に在
ざいかん

館し

たことがない人
ひと

(2) 北
ぺきんゆうせんわくぼしゅう

京優先枠募集…北
ぺきんしゅっしんしゃ

京出身者は北
ぺきんゆうせんわく

京優先枠

での応
お う ぼ

募も可
か の う

能。詳
くわし

しくは H
ホームページ

P（URL）参
さんしょう

照

●寮
りょうひ

費：個
こ し つ

室（16 ㎡）月
げつがく

額 3 万
まんえん

円

 ※ 光
こうねつすいひ

熱水費は自
じ こ ふ た ん

己負担

●入
にゅうきょきかん

居期間：2018 年 4 月 1 日〜 2020 年

3 月 25 日。ただし、入
にゅうかんちゅう

館中に大
だいがく

学の課
か て い

程が

修
しゅうりょう

了したら退
たいかん

館

●応
おうぼほうほう

募方法：H
ホームページ

P（URL）参
さんしょう

照

● 応
お う ぼ し め き り び

募 締 切 日 : 2018 年 1 月 23 日（ 火 ）

（必
ひっちゃく

着）

●場
ば し ょ

所・問
といあわ

合せ先
さき

：東
と う き ょ う と お お た き ね ん か ん か ん り じ

京都太田記念館管理事

務
む し ょ

所　〒 168-0082 東
と う き ょ う と す ぎ な み く く が や ま

京都杉並区久我山

2-16-14 

Tel 03-3333-6311 Fax 03-3334-4047

URL http://www.otakinen.com

●寮
りょうひ

費：単
たんしんしつ

身室（18 ㎡）月
げつがく

額 2 万
まんえん

円、家
か ぞ く し つ

族室

（38 ㎡）月
げつがく

額 3 万
まんえん

円。敷
しききんれいきん

金礼金、管
か ん り ひ ふ よ う

理費不要。

光
こうねつすいひ

熱水費、電
でんわりょうきん

話料金、Wi-Fi 利
りようりょう

用料は自
じ こ ふ た ん

己負担

●入
にゅうきょきかん

居期間：2018 年 4 月 1 日〜 2019 年

3 月 28 日

●申
しんせいほうほう

請方法：H
ホームページ

P（URL）参
さんしょう

照

●申
しんせいきかん

請期間：2018 年 1 月 4 日（木）〜 1 月

31 日（水）

●住
じゅうしょ

所・問
といあわ

合せ先
さき

：横
よこはましこくさいがくせいかいかん

浜市国際学生会館 入
にゅう

居
きょ

係
がかり

　〒 230-0048 横
よ こ は ま し つ る み く

浜市鶴見区本
ほんちょうどおり

町通 

4-171-23

Tel 045-507-0121 Fax 045-507-2441 

Email new.residents.yish@yoke.or.jp

URL http://yoke.or.jp/yish/

■ 2018 年
ね ん ど

度 友
ゆうあいがくしゃ

愛学舎 第
だい

110 期
きせいぼしゅう

生募集

●応
お う ぼ し か く

募資格：4 年
ねんせいだいがく

制大学（通
つうがく

学が 1 時
じ か ん い な い

間以内

程
て い ど

度）の学
が く ぶ

部に入
にゅうがくよてい

学予定の新
しん

1 年
ねんせい

生の男
だんじょ

女で、

4 年
ねんかんざいしゃ

間在舎する意
い

志
し

をもち、友
ゆうあいがくしゃそうりつ

愛学舎創立の精
せい

神
しん

に賛
さん

同
どう

する者
もの

。（詳
しょうさい

細は H
ホームページ

P（URL）参
さんしょう

照）

●募
ぼしゅうにんずう

集人数：4 名
めい

（新
しん

1
いちねんせいだんじょ

年生男女）

●費
ひ よ う

用：舎
し ゃ ひ

費月
げつがく

額 2 万
まん

5 千
せんえん

円、設
せ つ び ひ げ つ が く

備費月額 7

千
せん

560 円
えん

、入
にゅうりょうひ

寮費 10 万
まんえん

円（入
にゅう

舎
しゃ

時
じ

のみ）、

登
とうろくひねんがく

録費年額 5 千
せんえん

円、活
かつどうひねんがく

動費年額 5 千
せんえん

円

●面
め ん せ つ び

接日：前
ぜ ん き

期 1 月 20 日（土）、21 日（日）

／後
こ う き

期 3 月 10 日（土）、11 日（日）

●応
お う ぼ し め き り び

募締切日 : 面
め ん せ つ び

接日の１
いっしゅうかんまえけしいんゆうこう

週間前消印有効

●場
ば し ょ

所・問
といあわ

合せ先
さき

：早
わ せ だ ほ う し え ん じ む し ょ

稲田奉仕園事務所

〒 169-8616 東
と う き ょ う と し ん じ ゅ く く に し わ せ だ

京都新宿区西早稲田 2-3-1

Tel  03-3205-5402

email  domitory@hoshien.or.jp

URL  https://www.hoshien.or.jp
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〈会費とご寄附の報告〉

いつも変わらぬ

皆様の暖かい御支援に

感謝申上げます

2017 年 8 月

特別会員

（１口）
（株）シーボン 港区
染谷 公久 坂東市

賛助会員

（1 口）
服部 泰子 豊田市

（株）日吉 近江八幡市
雅留宮 久麿／澄子 野田市

正会員

（１口）
山田 裕子 三鷹市
大里 浩秋 逗子市
稲垣 史 足立区
豊島 由久 所沢市
宮原 彬 朝霞市

代田 泰彦／ますよ 所沢市
荒川 雄彦 北杜市
小倉 美恵子 川崎市
豊島 正大 横浜市
築山 創介 北区
福本 一 船橋市
常木鍍金工業（株） 北区

ご寄附

稲垣 史 足立区
外山 経子 八王子市 
二村 美朝子 練馬区
内山 敦之 中野区
深澤 のぞみ 金沢市
酒井 杏郎 渋谷区
山口 憲明 日野市

2017 年 9 月

特別会員

（３口）
（一財）海外産業人材育成協会
 足立区

（１口）

立命館アジア太平洋大学 別府市
今西 淳子 文京区
株式会社 InfoDeliver 港区

賛助会員

（１口）
（株）エレクトロデザイン   港区
昭和西川（株）  中央区

正会員

（1 口）
長谷川 崇之 さいたま市
藤原 一枝 武蔵野市
平田 煕 松戸市
鴇田 純一／由美 千葉市

ご寄附

田中 雅幸 江東区
栗原 静子 気仙沼市
松浦 秀嗣 国分寺市
牧 美保子 所沢市
増岡 信男 流山市

イベント情
じょうほう

報

■ 第
だい

15 回
かい

 日
に ほ ん ご

本語スピーチ大
たいかい

会

日
に ほ ん

本に住
す

んで体
たいけん

験したこと、驚
おどろ

いたこと、自
じ ぶ ん

分の国
くに

とは違
ちが

うことなどを、学
まな

んだ日
に ほ ん ご

本語を使
つか

って

発
はっぴょう

表してくれる外
がいこくじん

国人の方
かた

を募
ぼしゅう

集します。当
とうじつ

日の観
かんらんしゃ

覧者も募
ぼしゅう

集しています。

●日
に ち じ

時：2018 年 3 月 3 日（
ど よ う び

土）13：30 〜 17：00

●場
ば し ょ

所：座
ざ

・高
こ う え ん じ

円寺２　地
ち か

下２階
かい

（東
とうきょうとすぎなみくこうえんじきた

京都杉並区高円寺北 2-1-2 ／ JR 高
こうえんじえき

円寺駅より徒
と ほ

歩５分
ふん

） 

●発
はっぴょうしゃぼしゅうにんずう

表者募集人数：10 名
めい

●テーマ：「日
に ほ ん

本に来
き

て感
かん

じたこと」、「自
じ ぶ ん

分の国
くに

のこと」など（発
はっぴょうじかん

表時間は 5 分
ふん

ほど）

●賞
しょうひん

品：優
ゆうしゅうしょう

秀賞などの他
ほか

、参
さんかしゃぜんいん

加者全員に記
き ね ん ひ ん

念品

●締
しめきり

切：2018 年 1 月 12 日（
きんようび

金）

●申
もうしこみほうほう

込方法：申
もうしこみしょ

込書（主
しゅさいしゃ

催者 HP に掲
けいさい

載）を郵
ゆうそう

送、Fax または E-mail などで申
もう

し込
こ

む。

●主
しゅさいしゃ

催者：杉
すぎなみくこうりゅうきょうかい

並区交流協会　  Tel 03-5378-8833  Fax 03-5378-8844  
　　　　　E-mail  info@suginami-kouryu.orgURL  HP  http://www.suginami-kouryu.org/



第 16回ＡＢＫ秋祭りを開催
2017 年 10 月 21 日（土）、今年で 16回目となる「ABK秋祭り」を開催しました。当日はあいにく

の雨模様でしたが、ABK日本語学校生OB/OG、近隣の方々および関係者の方々など多数の皆様に

お集まりいただき、留学生たちによる 12か国・地域の料理と、歌や踊り、演奏を楽しみました。

協会のあらまし

ご入会とご寄付のお願い

名　称：公益財団法人アジア学生文化協会
　　　　ＡＳＩＡＮ　ＳＴＵＤＥＮＴＳ　ＣＵＬＴＵＲＡＬ　ＡＳＳＯＳＩＡＴＩＯＮ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （AＳCA）

所在地：東京都文京区本駒込2丁目12番地13号

代表者：理事長　小木曽　友

設　立：1957年（昭和32年）9月18日
　　　　故穂積五一氏創設

目　的：日本とアジア諸国の青年学生が共同生
活を通じて、人間的和合と学術、文化
および経済の交流をはかることによ
り、アジアの親善と世界の平和に貢献
することを目的とする。

◇主な事業◇

（1）留学生宿舎の運営
（2）留学生日本語コースの運営（進学希望者向

けの日本語を中心とする教育）
（3）留学生に対する情報提供支援
（4）アジア語学セミナー
（5）帰国留学生のアジア文化会館同窓会、（社）

日・タイ経済協力協会、ＡＢＫ留学生友の
会との連携・協力

◇会費（年額）◇

正会員　　　1口　1万円
賛助会員　　1口　5万円
特別会員　　1口　10万円
会員には広報誌「アジアの友」が無料配布され
ます。また、広報誌購入だけを希望される方に
は、購読料年間３千円（＋税）でお送りしてい
ます。

当財団に対する寄附金は、所得税、一部自治体
の個人住民税、相続税、及び法人税の税制上の
優遇措置があります。

当協会は、政府の補助金を受けていない純
民間運営の公益法人ですので、財源に限り
があり、皆様方からお送りいただく会費、
寄付金は、本協会の活動を支える貴重な財
源となっています。何卒ご理解、ご協力を
お願い致します。

会員並びにご購読のお申込みはメール・電話または巻末の振替用紙にてお願いいたします。 
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2015年度より購読料に別途消
費税をご負担いただくことにな
りました。何卒ご了承下さい。

アジアの友　2017 年 10 - 11 月号

2017 年 11 月 20 日発行（通刊第529号）

　　　　　 　　　　年間購読（送料共）3,000円＋税　 1部  500円＋税

後 記
2014年から新星学寮寮友有志による老朽化し耐震性の脆弱な寮の建替え検討会
が始まり、その後当財団を加えた１年以上の議論と検討がなされ、また関係先
との調整等経てようやく取り壊し、建替えの運びとなった。新しい寮の方針、
規約、運営等については今後も寮友ともども検討を重ねる必要がある。

本号は、創立60周年記念シンポジウムの特集となった。1950年代～1980年代の
ABK・新星学寮在寮の各国からの留学生に登壇していただき、それぞれの日本
留学体験とその後の様々な日本との繋がりや向き合い方を通じて、今思う日本
留学について、限られた時間にもかかわらず其々の方から貴重な話が聞けたと
思う。今後の日本の若者との向き合い方、留学生との向き合い方等、ヒントに
なればと思う。（F）
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